
令和 2年度 (2020年度)「新しい社会」(第 5学年)年間指導計画 (単元一覧表 )

月 学期 単元名 時数 小単元名
学習指導要領

の内容
教科書のページ

4

１

学

期

（
３０
時
間
）

前

期
（
４５
時
間
）

1わたしたちの国土
20時間

★他教科との関連:外国

語,算.理

1 導入 (オリエンテーション) (1)

上

6～ 7

4 1世界の中の国土
(1)アー(アXウ ),

イー(ア )
8～ 15

3 2回上の地形の特色
(1)アー(イXウ ),

イー(イ )
16～ 21

5
3低い土地のくらし/高い土地のくらし
(選択 )

(1)アー(イXウ ),

イー(イ )

22-31ノ/

32'ψ 39

3 4国上の気候の特色
(1)アー(イXウ ),

イー(イ )
42-47

6

4
5あたたかい土地のくらし/寒い土地
のくらし(選択)

(1)アー(イXウ ),

イー(イ )

48-55//

56'Ψ 63

2.わたしたちの生活と食料

生産

25時間

☆他教科との関連 :算,家

庭

1 導入 (オリエンテーション) (2) 66'Ψ 67

4 1くらしを支える食料生産
(2)アー(ア )(ウ )

イー(ア )
68-75

7 8 2米づくりのさかんな地域
(2)アー(イXウ ),

イー(イ )
76'Ψ 93

9

２

学

期

（
４３
時
間
）

7 3水産業のさかんな地域
(2)アー(イXウ ),

イー(イ )
96'し 109

5 4これからの食料生産とわたしたち
(2)アー(アXウ )

イー(ア )
114～ 123

10

後
期
（
５５
時
間
）

3わたしたちの生活と工業
生産

21時間

☆他教科との関連 :算・回

1 導入 (オリエンテーション) (3)

下

2～ 3

3 1くらしを支える工業生産
(3)アー(アX工 )

イー(ア )
4～ 9

7 2自動車をつくる工業
(3)アー(イ X工 ),

イー(イ )
10-23

11 5 3工業生産を支える輸送と貿易
(3)アー(ウ X工 )

イー(ウ )
36-45

5 4これからの工業生産とわたしたち
(3)アー(アX工 )

イー(ア )
46-55

12
4情 報化した社会と産業
の発展

16時間

1 導入 (オリエンテーション) (4) 56'ψ 57

6 1情報産業とわたしたちのくらし
(4)アー(アXウ ),

イー(ア )
58-69

1

３

学

期

（
２７
時
間
）

5 2情報を生かす産業
(4)アー(イ Xウ ),

イー(イ )
74-83

4 3情報を生かすわたしたち
(4)アー(イXウ ).

イー(イ )
90～ 97

2

5わたしたちの生活と環境
18時間

☆他教科との関連 :理

1 導入 (オリエンテーション) (5) 98-99

5 1自然災害を防ぐ
(5)アー(ア )(工 )

イー(ア )
100～ 111

6 2わたしたちの生活と森林
(5)アー(イX工 )

イー(イ )
112～ 123

3 5 3環境を守るわたしたち
(5)アー(ウ X工 ),

イー(ウ )
124～ 133

1 いかす(第 5単元全体 ) (5) 138'Ψ 139

合計 100





令和 2年度 (2020年度)用

「新しい社会」

年間指導計画作成資料
【5年】

令和元年 (2019年)7月 19日版
※単元ごとの配当時数,主な学習活動,評価規準などは,今後変更になる可能性があります。ご了承ください。

東京書籍



上 p.6～ 7
1.わたしたちの国土 (オ リエンテーシ
ョン)

1時間 4月 (1)アイ

(1)オ リエンテーション

1 ①地球の写真や地球儀をもと

に,気づいたことや調べたい
と思つたことを発表する。
<気づいたこと>
・地球の中の日本は小さい。
。日本は細長い。
。日本の西には,広い大陸が続
いているように見える。
。この写真の裏側にある,大陸
や海はどうなっているのか

な。
<調べたいと思つたこと>
・世界の大陸や海洋はどうなつ

ているのか。
。日本のまわりにはどのような

国があるのか。
。人はどのあたりに住んでいる

のか。
。日本の国上に住む人たちは,

どのようなくらしをしている
のか。

めあて 日本は,地球のどこにあり,人々のくらしは,
どのようになつているのでしょうか。

[思判表]発言・地球の写真や地球儀を見て,調べ

たいと思つたことを話し合いま

しょう。
p.6～ 7
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小単元名 1.世界の中の国土 教科書の
ページ

上 p.8～ 15

配当時数 4時間 活動時期 4月
学習指導要

領の内容

(1)アー(7)(ウ ), イ
ー(7)

小単元の目標

我が国の国上の様子について,世界の大陸と主な海洋,主な国の位置,海
洋に囲まれ多数の島からなる国上の構成などに着目して,地図帳や地球
儀,各種の資料で調べ,ま とめることで我が国の国土の様子を捉え,その

特色を考え,表現することを通して,世界における我が国の国上の位置 ,

国土の構成,領上の範囲などを大まかに理解できるようにするとともに ,

主体的に学習問題を解決しようとする。

小単元の

観点別

評価規準

知識。技能

。世界の大陸と主な海洋,主な国の位置,海洋に囲まれ多数の島からなる
国土の構成などについて地図1辰や地球儀,各種の資料で調べて必要な情報
を集め,読み取り,我が国の国上の様子を理解している。
・調べたことを図表や文などにまとめ,世界における我が国の国上の位置 ,

国上の構成,領上の範囲などを大まかに理解している。

恩考B判断a表現

。世界の大陸と主な海洋,主な国の位置,海洋に四まれ多数の島からなる
国上の構成などに着日して,問いを見いだし,我が国の国土の様子につい
て考え表現している。
・我が国の国上の位置や形状,面積などの情報を総合して我が国の国土の

特色を考え,適切に表現している。
主体的に学習に

取り組む態度

。我が国の国上の様子について,予想や学習計画を立てたり,見直したり
して,主体的に学習問題を追究し,解決しようとしている。

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法

(1)世界の中の日本
・つかむ 地球の様子や地図を見て
話し合い,世界の中の日本につい
て学習問題をつくりましょう。

p.8-9

1 ①地球儀をながめて,疑問に思
つたことを発言する。

②p.8「地球儀の見方 。使い方」
をもとに地球儀の使い方を学

習する。
・緯度,経度による位置の読み
取り
。距離の測り方
・自分の住む都道府県から見た,

方位のとらえ方
・地図と地球儀の違い

③p.8～9の地図や地球儀をもと
に世界の主な大陸や海洋を確

認する。
・六つの大陸と二つの海洋の位

置と名称。

④地図や地球儀をもとに,日 本の

位置を確認し,世界の広がりと

の関係について気づいたこと

や考えたことなどを発表し,そ

れをもとに学習問題をつくる。
・ 日本はユーラシア大陸の束に

あつて,太平洋の西にある。
。日本のほかにどのような国々

があるのかな。

[思判表]ノ ー ト

学習問題 世:界から見た日本の国土は, どこにあり,ど
のように広がっているのでしょうか。
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⑤学習計画を立てる。
・世界の国々と日本
・ 日本の国上の広がり
。日本の領土

(2)世界の国々と日本の位置 ★他教科との関連 :外国語
。調べる 世界の主な国々と日本の
位置や国族について調べてみま

しょう。
p.10-11

1 ①p.10～ Hの地図をもとに,世
界の国の場所や国旗,その国
の様子, 日本との位置関係な
どについて地図帳や地球儀で

調べながら,線でつないだり,
国名を空襴に書き入れたりす

る。

《作業 1≫

・国名の入つている国は,線
でつなぐ。
《作業 2≫
。国名がないものは,地図帳
や地球儀で国名を調べ,書
き込む。
≪作業 3≫
。日本と同じ緯度や経度にあ

る国を,地球儀や地図帳で
調べる。

②線で結んだり,書き込んだり
した地図をもとに,気づいた
ことや思つたことを話 し合

う。
。大陸だけでなく島にも国があ

る。
・国旗は似ているものもあるが,
それぞれ違っていて,その国
の人々の歴史や願いが込めら

れているものもある。

[知技]教科書への書き込

み

(3)多 くの島からなる日本

・調べる 日本の国土は,どのよう
な特色があるので しょうか。

p.12～ 13

1 ①p.12～ 13の地図や写真などか

ら, 日本の国の広がりや日本
のまわりの国々を調べ,気づ
いたことを話し合う。
・国上は,四つの大きな島と沖
縄島や択捉島などの 6,800以

上の多くの島でできている。
・長い海岸線をもつ。
。日本の東西南北のはしは,南
鳥島,与那国島,沖 ノ鳥島 ,
択捉島で,南北約 3000 k mの
距離がある。
・ 日本は,海をへだてて外国と
接している。

②国上の広が りの特色につい

て,話 し合う。
。まわりを海に囲まれている島

国。
・多くの島が南北につらなる国。

[知技]ノ ー ト
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ヽ
、
／

(4)領土をめぐる問題
。調べる 日本の領上のはんいは,
どのようになつているのでしょ

うか。
p.14

1/2 ①p.14～ 15の地図や写真から,
日本の領上。領海の範囲を確
認する。
。日本は,多 くの島からなるた
め,領土よりも領海の方が広
い 。

・西之島が誕生して領海が広が

った。

②p.14～ 15の地図や写真,本文
から領上の範囲をめぐる問題

について理解する。
・北方領土は,日本固有の領土
である。
・竹島は, 日本固有の領土であ
るが,韓国が不法に占領して
いるため,日 本は抗議を続け
ている。
・尖閣諸島は, 日本固有の領土
である。

[知技]ノ ー ト

(4)表にまとめる
。まとめる 日本の国上の特色につ
いて,ま とめてみましょう。

p.15

1/2 ①これまでに調べたことを,表
にまとめることを通して,学
習をふり返り,そ こからわか
る日本の国上の特色について

まとめる。
・日本は,ユーラシア大陸の東 ,
太平洋の西にある。
・ 日本は,アメリカ合衆国やフ
ランスなどと同じくらいの緯

度にある。
・日本は,大韓民国や中華人民
共和国,ロ シア連邦と♭準り合
つている。
・日本は,海に囲まれ多くの島
からなる。
・広い領海をもつている。

[思判表]ノ ー ト

[態度]記入された表
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小単元名 2.国上の地形の特色
教科書の
ページ

上 p.16～ 21

配当時数 3時間 活動時期
|

4月
学習指導要

領の内容

(1)アー(イ )(ウ),イ
ー
(イ )

小単元の目標

我が国の国上の様子について,国上の地形に着日して,地図帳や地球儀 ,
各種の資料で調べ,ま とめることで国上の自然などの様子や地形に特色あ

る地域の人々の生活を捉え,国土の自然環境の特色やそれらと国民生活と
の関連を考え,表現することを通して,我が国の国上の地形の概要を理解
できるようにするとともに,主体的に学習問題を解決しようとする。

小単元の

観点別

評価規準

知識と技能

。国上の地形などについて地図帳や地球儀,各種の資料で調べて,必要な
情報を集め,読み取り,国上の自然などの様子や地形に特色ある地域の
人々の生活を理解している。
・調べたことを図表や文などにまとめ,我が国の国土の地形の概要を理解
している。

思考・判断a表現

・国土の地形などに着日して,聞いを見いだし,国上の自然などの様子や
自然条件から見て特色ある地域の人々の生活について考え表現している。
・我が国の位置や地形から,我が国の国土の自然環境の特色を考え,適切
に表現している。

主体的に単習に

取り組む態度

・我が国の国上の地形について,予想や学習計画を立てたり,見直したり
して,主体的に学習問題を追究し,解決しようとしている。

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法

(1)空から国上をながめてみよう
・つかむ 高い空から日本を見て ,

日本の地形について話し合い,学
習問題をつくりましょう。

p.16～ 17

1 ①p.16～ 17の写真をもとに日本
の地形上の特色について気づ

いたことを話し合い,学習問
題をつくる。
・海岸が入り組んでいる。
・山の上の方まで人が住んでい

る土地もある。
・山もあれば平らな土地もある。
・空から見る様子には,場所に
よって違いがある。
。国上の場所によつてどのよう

な特色があるのかな。

[思判表]ノ ー ト

学習問題 国上の地形には, どのような特色があるので
しょうか。

②学習計画を立てる。
・山地や平地など,国土の地形
の様子や広がり。
・川や湖の様子や広がり。

(2)国上のさまざまな地形
。調べる 山地や平地の特色や広が
りはどのようになつているので

しょうメJヽ。
p 18～ 19

1 ①p.19の資料回の地図を読み取
る活動を通して,国上の山地
や平地について気づいたこと

を発表する。
・山脈,高地,平野などさまざ
まな地形がある。

②p.18の資判□をもとにさまざ
まな地形の種類と資料□,回 ,

写真を関連づけ,その特

[知技]ノ ー ト
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徴を読み取る。
・飛騨山脈は山が連なつている。
・松本盆地のまわりには山が見

える。
・庄内平野には最上川が流れ ,

遠くに山が見える。

③p.19の資料回, 日をもと
に,国上の地形の特色をまと
める。
・山地や山脈とよばれる地形は,

四つの島の主に中央にある

が,場所によつては海にぎり
ぎりまで迫つているようなと

ころもある。
・関東平野は広そうだが,その
ほかの平野のなかには,海 と
山に狭まれて細長く見えると

ころもある。
・火山も多い。
・国上の 4分の 3は山地で,平
地が少ない。

6

(3)日本の川や湖の特色
・調べる 日本の川や湖は,どのよ
うな特色があるのでしょうか。

p. 20

1/2 ①p,20資 □,□時地図帳
を使い,児童にとつて身近な
河川の上流や下流 (河 口含

む),湖について確認する。
・合流を繰 り返し,大きな川に
なる。
・河川の上流は山地で,下流に
なると平野を流れている。
・山地や平地に湖が見られる。

②p.20資料回と回,回を関連
づけ, 日本の川と湖の特色を
まとめる。
・日本の川は,すごく急で短い
ということが,資料回のグラ
フからわかる。
。日本でいちばん大きい湖は琵

琶湖で, 2番 目に大きい霞ヶ
浦の約 4倍の大きさである。

[知技]ノ ート

(3)白地図にまとめる
。まとめる 国上の地形の特色につ
いて,ま とめてみましょう。

p.21

1/2 ①p.21の 白地図を完成させ,
p。 19の資料回や地図帳と併せ
て,特徴的な地形とその場所
などを当てるクイズを出し合

う。
<ク イズの例 >
。「日高山脈に水源があつて十勝

平野を流れている川は何。」→

「十勝川です」
。「琵琶湖から流れ出ている川は

何 )十 1で,なんという平野を流

[思判表]ま とめの文章

[態度]白地図
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れている。」→「淀川で,大阪
平野を流れています」

②国上の地形の特色についての

学習をふり返り,感想と自分
の考えを文章に表現する。

8



小単元名 3.低 い土地の くらし 教科書の
ベージ

上 p 22-31

配当時数 5時間 活動時期 5月
学習指導要

領の内容

(1)アー(イ )(ウ ), イ
ー
(イ )

小単元の目標

我が国の国上の様子について,国土の地形に着日して,地図帳や地球儀 ,

各種の資料で調べ,ま とめることで低い土地の自然などの様子や低い土地
の人々の生活を捉え,国土の自然環境の特色やそれらと国民生活との関連
を考え,表現することを通して,我が国の国土の地形の概要や,人々は白
然環境に適応して生活していることを理解できるようにするとともに,主
体的に学習問題を解決しようとする。

小単元の

観点別

評価規準

知識・技能

。国土の地形などについて地図帳や地球儀,各種の資料で調べて,必要な
情報を集め,読み取り,国土の自然などの様子や低い土地の人々の生活を
理解している。
・調べたことを図表や文などにまとめ,低い土地の人々が自然環境に適応
して生活していることを理解している。

思考・判断E表現

'国 上の地形などに着日して,問いを見いだし,国上の自然などの様子や
低い土地の人々の生活について考え表現している。
・我が国の位邑や地形の側面から,我が国の回土の自然環境の特色を考え
たり,低い土地の自然条件と人々の生活や産業を関連付けて考えたりし,
適切に表現している。

主体的に学習に

取り組む態度

・低い土地のくらしについて,予想や学習計画を立てたり,見直したりし
て,主体的に学習問題を追究し,解決しようとしている。

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法

(1)堤防に囲まれた土地
。つかむ 海津市の土地の様子や ,

人々の生活について考え,学習問
題をつくりましょう。

p.22'Ψ 23

1 ①海津市の航空写真を見て,土
地の様子を話し合う。
・三つの大きな川に挟まれてい

る土地です。そこは平らです。
・角Hか田んばのようなものが見

えるが何を育てているのだろ

う。

②土地の高さの地図の Omよ り
も低いところに色をぬって海

津市の土地の高さを調べる。
・市の半分以上が Omよ りも低
いけれど,こ こに人が住める
のかな。
・低い土地ならではのくらしの

工夫はあるのかな。

③学習問題をつくる。
。まわりに大きな川が三本も流

れていて,洪水にならないの
かな。

[思判表]ノ ー ト,発言

学習問題 大きな川に囲まれた海津市に住む人々のくら
しや産業には, どのようなくふうがあるのでしょうか。

(2)学習の進め方
。学習問題をつくり,学習の進め方
を確認しよう。

p. 24-25

1 ①小単元の「つかむ→調べる→

まとめる→いかす」という学

習の流れを確認する。

[思判表]ノ ー ト,発言
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②各学習過程には,「ふ り返ろ

う」があることも確認する。
・学習問題について,予想を立
て,実際に見学したり,イ ン
ターネットやガイ ドブック,

写真や地図などで調査したり

して,「低い土地に住む人々の

くらしや産業」を調べる計画

を立てる。

<調べること>
・水害からくらしを守るくふ

う
。低い土地での水を生かしたく

らしや産業のくふう

<調べ方>
・教科書を使つて調べる。
・教科書以外で調べる。(イ ンタ

ーネット,パ ンフレット,市
のホームページ,図書館,地
図帳など)

<ま とめ方>
・調べてわかつたこと,疑問に
対する答えをノー トにまとめ

る。
・わかつた事実をもとに,考え
たことをノー トに書き分け

る。

(3)水害とたたかつてきた人々
。調べる に住む人々は,水害
から生活をどのように守つてき

たのでしょうか。
p. 26-27

1 ①120年ほど前の川の流れの図
(資料回)と ,千本松原 (資
料回)や ,p。 22の航空写真を
比べて,昔の川の流れがどの
ように変化したのか,わかつ
たことを話し合う。
。昔は川が入り組んでいた。輸

中がたくさんあった。
。今の方が川がまつすぐになつ

ている。

②歴史民俗資料館の服部さんの

話を読み,どのようにして川
がまつすぐになり,輪中がま
とまつたのかを,話 し合う。
・江戸時代の治水工事で千本松

原ができた。
・明治時代になつてから,デ レ
ーケが川の流れを分けること

に成功した。

③河川改修が成功した後は,完
全に水害がなくなつたのか,

資料回を読み取つてわかつた
ことを話し合う。
・1900年の二川分流工事以降は ,

大きな水害の発生件数は大幅

[知技]ノ ー ト
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ヽ

に減つた。
。しかし,水害がゼロになつた
わけではない。
。今でも水害に備えて水防演習

をしたり,水防倉庫を備えた
りするなど水害への準備をし

ている。

(4)豊かな水を生かした農業
・調べる 輸中に住む人々は,豊か
な水をどのように農業に生かし

ているのでしょうか。
p. 28-29

1 ①農作業の様子を表す絵や写真
(資料回)と ,田の様子の変
化を表す写真 (資料□・回)
を見くらべて,海津市の農業
がどのように変わってきたの

かを話し合う。
・昔は,沼か池のような田で稲
作を行つていたが,現在では,
水たまりや水路のような部分

はなくなり,普通の水田にな
つている。
・海津市の主な農産物のグラフ

(資料□)と , ビユールハウ
スでの トマ ト栽培の写真 (資

判団),「農家の山田さんの話」
を読み比べてわかつたことを

話し合う。
・稲の生産が一番多い。
。大豆,麦,野菜,果物など畑
でつくるものも多くなってき
ている。
・大きなりF水機場ができて,余
計な水を輪中の外にくみ出し

ているからだ。

②資料回用水路と排水路を見
て,畑作に必要な水をどのよ
うに確保しているのか,わか
つたことを話し合う。
・俳水路は市内のいろいろなと
ころに分布している。
・用水路は,市内の東側で北部
に多い。
・p.23資料□を見ると,用水路
が多いのは,標高がOm以上
の場所だとわかる。

[知技]ノ ー ト

(5)水を生かした生活
・調べる 海津市の人々は,豊かな
水をどのように生活に生かして
いるでしょうか。

p. 30

1/2 ①資料回～回から,低い土地な
らではの楽しみを見つけて話

し合う。
・木曽三川公園で遊べる。
・ ヨットが楽しめる。
・魚料理が楽しめる。
・温泉や歴史民俗資料館もある。

[知技]ノ ー ト

ブ

11



(5)ノ ートにまとめる
。まとめる 海津市の人々のくらし
や産業におけるくふうについて,

ノートにまとめましょう。
p.31

1/2 ①p.31のノート例のように,わ
かったことを考えて書く。
・沼のような昔の田は,普通の
田になつている。稲の生産が
一番多い。
・畑で生産するものも多い。
・大きな排水機場によるりF水と,
揚水機場と用水路による配水
がある。
・低ヤヽ土地ならでは楽しみがあ

る。

[思判表]ま とめの文章
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3.高い土地のくらし 上 p.32-39

5時間 5月
(1)ア…(1)(ウ),イ
ー
(イ)

我が国の国上の様子について,国上の地形に着目して,地図帳や地球儀,
各種の資料で調べ,ま とめることで高い土地の自然などの様子や高い土地
の人々の生活を捉え,国上の自然環境の特色やそれらと国民生活との関連
を考え,表現することを通して,我が国の国上の地形の概要や,人々は自
然環境に適応して生活していることを理解できるようにするとともに,主
体的に学習問題を解決しようとする。
・国上の地形などについて地図帳や地球儀,各種の資料で調べて,必要な
情報を集め,読み取り,国上の自然などの様子や高い土地の人々の生活を
理角子している。
・調べたことを図表や文などにまとめ,高い土地の人々が自然環境に適応
して生活していることを理解している。
。国上の地形などに着目して,問いを見いだし,国上の自然などの様子や
自然条件から見て特色ある地域の人々の生活について考え表現している。
・我が国の位置や地形の側面から,我が国の国上の自然秦境の特色を考え
たり,高い土地の自然条件と人々の生活や産業を関連付けて考えたりし,
適切に表現している。
・高い土地のくらしについて,予想や学習計画を立てたり,見直したりし
て,主体的に学習問題を追究し,解決しようとしている。

)

(1)山のすそ野に広がる高原
・つかむ 山に囲まれた高い土地の
様子とそこに住む人々のくらし

について考え,学習問題をつくり
ましょう。      、

p.32-33

1 ①嬬恋村の航空写真を見て,上
地の様子を話し合う。
・なだらかな斜面には畑のよう
なものが見える。    

′

。高原の奥には高い山がそびえ

ている。

②嬬恋村と東京の月別平均気温

を比べてわかったことを話し

合う。
・嬬恋村は 1年を通して,東京
よりも気温が低い。

③嬬恋村の土地利用図を読み込

んでわかったことや疑間を話
し合う。
・キャベツ畑がある。多いのは,

標高 1000m～ 1400mの範囲。
。どうして標高の高いところで

キャベンをつくるのかな。

④p.33の本文と嬬恋高原キャベ

ツマラノン大会の写真資料か

らわかることを読み取つて発

表する。
・夏でも涼しいからマラツン大

会ができるのかな。
・面白い大会名だけど,そんな
にキャベツがたくさん穫れる
のかな。

⑥学習問題をつくる。

[思判表]ノ ー ト,発言
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・どうしてキャベツをつくるの

かな。
・東京よりも寒い気候でキャベ

ンはできるのかな。
・高い土地で生活するためには

どのような工夫をしているの

かな。

(2)学習の進め方
・学習問題をつくり,

を確認しよう。

の め方

p. 24-25

1 ①小単元の「つかむ→調べる→

まとめる→いかす」という学

習の流れを確認する。

②各学習過程には,「ふり返ろ

う」があることも確認する。
・学習問題について,予想を立
て,実際に見学したり,イ ン
ターネットやガイドブック,

写真や地図などで調査したり

して,「高い土地に住む人々の

くらしや産業」を調べる計画

を立てる。
く調べること>
・高い土地に住む人々のくらし

や産業
。それぞれ, どのようなくふう
があるのか。
・高い土地で生活する楽しみに

はどのようなものがあるの

か 。

<調べ方>
・教科書を使つて調べる。

・教科書以外で調べる。 (イ ンタ

ーネット,パンフレット,市
のホームページ,図書館,地
図帳など)

<ま とめ方>
。調べてわかつたこと,疑問に
対する答えをノー トにまとめ

る。
・わかつた事実をもとに,考え
たことをノー トに書き分け

る。

[思判表]ノ ート,発言

(3)あれ地を耕し広い畑に
・調べる 嬬恋村の人々は,どのよ
うにして今のような土地にして

きたのでしょうか。
p. 34-35

1 ①昔の嬬恋村の写真を見て,嬬
恋村でキャベツの生産がさか

んになつた理由や歴史の流れ

についてわかつたことを話し

合う。
・嬬恋村の周辺には 2000mを超
える高い山がたくさんあり,

それらの火山の噴火で火山灰

[知技]ノ ー ト
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Ⅲ

が積もつた土地だ。
・火山灰のやせた土地でなかな

か作物が育たなかつた。
・夏でも涼しい気候を生かした

栽培方法が工夫されてキャベ

ツづくりがさかんになつた。
・昭和の初め頃まで産業がほと

んどなかつた。
・昭和 10年ごろに国道が通つて ,

交通が便利になつた。

(4)夏に新鮮なキャベツをとどける ★他教科との関連 :算数
・調べる 嬬恋村のキャベツづくり
には,どのようなくふうがあるの
でしょうか。

p. 36-37

1 ①p.36～37写真から,キャベツ
づくりの 1年の様子で工夫し
ていることをノー トに書き出

す。
・予冷庫で冷やすことによつて,
鮮度を保つたまま,消費地に
とどけることができる。

②資料回「嬬恋村のキャベツご
よみ」を関連づけて読む。
・種まきをずらすことによつて,

春から秋まで長い期間,何回
にも分けて出荷できる。

③資料回「季節ごとのキャベツ
の産地」を見てわかつたこと

をノー トに書く。
・夏秋キャベツは,半分が群馬
県産で,群馬県は高原の涼し
い気候を生かしてキャベツ栽

培を行 つていることがわか

る。

[知技]ノ ー ト

(5)自然のめぐみを生かす
・調べる 嬬恋村の人々は,豊かな
高原の自然を,どのように生活に
生かしているのでしょうか。

p. 38

1/2 ①写真資料から,高い土地なら
ではの楽しみを見つけて話し

合う。
・冬は,ス キーやスケー トがで
きる。
・夏は,サイクリングや自転車
レースができる。
・地元で収穫されたキャベツが

学校給食に出される。

[知技]ノ ー ト

(5)ノ ー トにまとめる
。まとめる 嬬恋村の人々のくらし
や産業におけるくふうについて,
ノー トにまとめましょう。

p. 39

1/2 ①p.39の ノー ト例のように,わ
かつたことを考えて書く。
・嬬恋村では,そ こに住む人々
が地形や気候に適応して生活
している。
・特に,高原野菜の生産や,季
節ごとの気候を生かした観光
産業を行うことを通して,高
原の自然環境を生かした生活

をしている。

[思判表]ノ ー ト

[態度]ノ ー ト

)

15



」Lp.42-474.国上の気候の特色

(1)アー(イ )(ウ),イ
(1)

5月3時間

我が国の国上の様子について,国上の気候に着日して,地図帳や地球儀 ,
各種の資料で調べ,ま とめることで国上の自然などの様子や自然条件から

見て特色ある地域の人々の生活を提え,国上の自然環境の特色やそれらと

国民生活との関連を考え,表現することを通して,我が国の国上の気候の

概要を理解できるようにするとともに,主体的に学習問題を解決しようと
する。                    

′

。国上の気候などについて地図帳や地球儀,各種の資料で調べて,必要な
情報を集め,読み取り,国上の自然などの様子や気候に特色ある地域の
人々の生活を理解している。
・調べたことを図表や文などにまとめ,我が国の国上の気候の概要を理解
している。
。国上の気候などに着目して,問いを見いだし,国上の自然などの様子や
自然条件から見て特色ある地域の人々の生活について考え表現している。
・我が国の位置や気候から,我が国の国上の自然環境の特色を考え,適切
に表現している。
・我が国の国上の気候について,

して,主体的に学習問題を追究し
習計画を立てたり,見直したり
しようとしている。

(1)四季の変化がある日本の気候 ★他教科との関連 :理科

1 ①p.42の写真 (長野県松本市)
をもとに,身近な地域の四季
の変化と比較しながら,気づ
いたことを発表し合う。
・四季の様子。
・つゆの時期や台風がくる時期
がある。
・ 日本のどこでも同じような変

化が見られるのだろうか。

②桜の咲き始める時期を示した

回)を見せ,地域によつても
気候が異なることに気づか

せ,学習問題につなげる。
・桜のさきはじめる時期は,場
所によつてちがう。
・ 3月 の沖縄と北海道では,あ
たたかさが大きく異なる。
・つゆや台風の影響も,地域ご
とに異なるのかな。

学習問題 日本の気候には,どのような特色が見られる
のでしょうか。

[思判表]ノ ー ト

や

(資

日本列島の地図 (

3月 の各地の様子

・ つかむ  日本の気候について考
え,学習問題をつくりましょう。

p.42'V43
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Ⅲ

(2)つゆと台風,季節風
・調べる 日本のつゆや台風,季節
風には,どのような特色があるの
でしょうか。

p. 44-45

1 ①日本の気候を特色づけている

梅雨 (つゆ),台風,降雪に関
わる景観写真を見て,どの季
節のどこの写真か予想する。

②p.44の資料回で,7月 と1月
の平均降水量を比較をする。
《日本列島全体の特色》
。日本列島全体では,夏 (7月 )
に降水量が多く,冬 (1月 )
は少ない。

《地域ごとの違い》
・太平洋側は夏に降水量 (雨 )

が多く, 日本海側は冬に降水
量 (雪)が多い。
・北海道では夏でも雨が少ない

地域がある。
・沖縄は冬でも雨が多い。

③資料□～日や本文から,夏と
冬の降雨量が異なる理由を確

認する。
・夏は,つゆや台風の影響で雨
が多く降る。
・雨は,農業にとつてめぐみの
雨となるが,台風などによつ
て被害がでることがある。
・特に太平洋側は季節風の影響
で雨が多く降る。
・冬は,季節風の影響によつて
日本海側で雪が多く降る。

[知技]ノ ー ト

(3)地域によってことなる気候
。調べる 各地の気候には,どのよ
うな特色があるのでしょうか。

p. 46-47

1/2 ①p.46資 気温と降水量の

グラフや「まなび方コーナー」
をもとに,グラフの読み取り
方を学ぶ。

②日本の気候を六つに区分した

地図と,各地の気温と降水量
のグラフを見比べて考えたこ

とを話し合う。
・北 (北海道)と 南 (沖縄)で
気温が大きく異なる。
・季節風の影響で,太平洋側は
夏に降水量 (雨 )が多く, 日
本海側は冬に降水量 (雪)が
多い。
・中央高地や瀬戸内海などの日

本の内陸側の降水量は海側よ

りも少ない。
・山地などの高いところでは,
気温が低くなる。

[知技]プ リント

(3)ノ ー トにまとめる
。まとめる 日本の気候の特色につ
いてまとめましょう。

p. 47

1/2 ①日本の気候の特色と各地の気
候に影響をあたえるものをキ
ーワードであげ,整理する。

[思判表]ま とめの文章

[態度]ノ ー ト

)
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②キーワードを使い,考えたこ
とをノー トにまとめ,みんな
で話し合う。

18



小単元名 5,あたたかい土地のくらし 教科書の
ページ

上 p 48-55

配当時数 4時間 活動時期 6月
学習指導要

領の内容

(1

(イ

ア (イ) (ウ) イ

小単元の目標

我が国の国上の様子について,国土の気候に着日して,地図帳や地球儀 ,

各種の資料で調べ,ま とめることであたたかい土地の自然などの様子やあ
たたかい土地の人々の生活を提え,国土の自然環境の特色やそれらと国民
生活との関連を考え,表現することを通して,我が国の国上の気候の概要
や,人々は自然環境に適応して生活していることを理解できるようにする
とともに,主体的に学習問題を解決しようとする。

小単元の

観点別

評価規率

知識「技能

。国上の気候などについて地図帳や地球儀,各種の資料で調べて,必要な
情報を集め,読み取り,国土の自然などの様子やあたたかい土地の人々の
とに活を理解している。
・調べたことを図表や文などにまとめ,あたたかい土地の人々が自然環境
に適応して生活していることを理解している。

思考 C判断・表現

・国上の気候などに着日して,問いを見いだし,国上の自然などの様子や
あたたかい土地の人々の生活について考え表現している。
・我が国の位置や気候の側面から,我が国の国土の自然環境の特色を考え
たり,あたたかい土地の自然条件と人々の生活や産業を関連付けて考えた
りし,適切に表現している。

主体的に学習に

取り組む態度

。あたたかい土地のくらしについて,予想や学習計画を立てたり,見直し
たりして,主体的に学習問題を追究し,解決しようとしている。

本時のめあて 時数 学習活動 評価の視点と方法

(1)沖縄県の家やくらしのくふう
。つかむ 沖縄県の家やくらしのく
ふうについて考え,学習問題をつ
くりましょう。

p.48-49

1 ①写真を見ながら, 自分たちの

くらしている地域との違いを

発表し合う。
・わたしたちの学校のプール開

きは 6月 だよ。
・3月 はまだ長袖を着ているよね。

②グラフを見て,沖縄県の気候
の特色を話し合う。
。1月 でも気温が 15度以上ある

ね。
・雨がたくさん降るんだね。
。台風が多いみたいだ。

③沖縄の家の写真やイラストを

見て,気づいたことを話し合う。
。わたしの家にはない工夫がた

くさんあるよ。
・暑さや水不足に備えた工夫が

あるんだね。

[思判表]発言

学習問題 沖縄県の人々は,あたたかい気候をどのよう
にくらしや産業に生かしているのでしょうか。

(2)あたたかい気候に合つた農業

調べる 沖縄県の人々は,あたた
かい気候を生かしてどのような

産業を営んでいるのでしょうか。
p 50-51

| ①写真とグラフからさとうきび

栽培について話し合う。
。さとうきびの栽培がさかんだ

ね。

[知技]発言
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・竹のような作物だね。
・どうやつて砂糖にするのかな。

②製糖会社の話を読み,沖縄の
自然環境にあつたさとうきび

について話し合う。
・さとうきびは沖縄の気候に合

つているんだね。
・沖縄の人々はさとうきび栽培

を大切にしてきたんだね。

③写真からパイナップル栽培に

ついて話し合う。
・わたしたちの住んでいる地域

ではパイナップルは作つてい

ないね。
・パイナップルはあたたかい国

の作物だよね。

④パイナップル農家の話や電照

菊の栽培について読み,沖縄
の自然環境に合つた農業につ

いて話し合う。
・沖縄の人々はあたたかい気候

を生かした農業を工夫してい

るん

(3)あたたかい気候を生かした観光と沖縄の課題
。調べる 沖縄では,あたたかい気
候をどのように生か しているの

でしょうか。
p. 52-53

1 ①写真とグラフから沖縄の自然

と観光について話し合う。
。自い砂浜やさんごしょうがき

れいだね。
・プロ野球のキャンプも行われ

ているんだね。
・観光客が増えているね。

②県庁の方の話を読んで,沖縄
の観光について意見を発表し

合 う。
・美しい自然やあたたかい気候

を生かした観光を行つている

んだね。
・外国からの観光客を増やす工

夫もしているね。

③写真や米軍基地の話から沖縄

の課題について意見を発表す

る。
・美しいさんごしょうは温暖化

などによつて白くなつてしま

うんだね。
・アメリカの軍用地が残されて

いるね。

[知技]ノ ー ト

(4)古 くからの文化を守る
。調べる 沖縄県の文化は,どのよ
うなものでしょうか。

p. 54

1/2 ①写真から沖縄の文化について

気づいたことを発表し合う。
・色鮮やかな建物や服装だね。
・食べ物も特徴があるね。

②沖縄の文化について調べる。
・古くからアジアの国々と貿易

[知技]発言
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をしていたんだね。
・南にある島だから,独自の文
化が生まれたんだね。

(4)表にまとめてキャ、ッテコピーをつくる
。まとめる あたたかい土地のくら
しの特色を表にまとめ,キャッチ
コピーをつくりましょう。

p. 55

1/2 ①沖縄の特色を表にまとめる。
・これまでの学習を表にまとめ
てみよう。        '
②学習したことをもとに,沖縄
の特色を表すキャッチヨピー

を作る。
・産業も文化も自然や気候と切
り離せないね。

[思判表]キャッチコピー

[態度]ノート

‐
ぅ

)ゝ
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上 p.56-635。 寒い土地のくらし

6月4時間
(1)アー(イ )(ウ),イ

ー
(1)

我が国の国上の様子について,国上の気
各種の資料で調べ,ま とめることで寒い土地の自然などの様子や寒い土地
の人々の生活を捉え,国上の自然環境の特色やそれらと国民生活との関連
を考え,表現することを通して,我が国の国上の気候の概要や,人々は自
然環境に適応して生活していることを理解できるようにするとともに,主

に着目して,地図帳や地球儀 ,

体的に学習問題を解決しよ とする
。国上の気候などについて地図帳や地球儀,各種の資料で調べて,必要な
情報を集め,読み取り,国上の自然などの様子や寒い土地の人々の生活を
理解している。
・調べたことを図表や文などにまとめ,寒い土地の人々が自然環境に適応
して生活していることを理解している。

・国上の気候などに着日して,問いを見いだし,国上の自然などの様子や
寒い土地の人々の生活について考え表現しているЬ

・我が国の位置や気候の側面から,我が国の国上の自然環境の特色を考え
たり,寒い土地の自然条件と人々の生活や産業を関連付けて考えたりし,
適切に表現している。

・寒い土地のくらしについて,予想や学習計画を立てたり,見直したりし
て,主体的に学習問題を追究し,解決しようとしている。

(1)北海道の家やくらしのくふう
1 ①写真を見ながら,自分たちの
くらしている地域との違いを

発表し合う。
・わたしたちの学校ではスキー

学習はないね。
。こんなに雪が積もつているん

だね。

②グラフを見て,北海道の気候
の特色を話し合う。
・1月 などは 0度を下回つている
ね。
・冬の降水量も多いね。
・雪が多いみたいだ。

③北海道の家の写真やイラスト

を見て,気づいたことを話し
合う。
・わたしの家にはない工夫がた

くさんあるよ。
・寒さや雪に備えた工夫がある

んだね。

学習問題 北海道の人々は,雪や寒い気候をどのように
くらしや産業に生かしているのでしょうか。

[思判表]発言。つかむ 北海道のくらしのくふう
について考えぅ学習問題をつくり

ましょう。
p.56-57
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う

(2)札幌市の雪対策と雷を生かした観光
B調べる 札幌市に住む人々は,雪
とともにどのような生活を営ん

でいるのでしょうか。
p. 58,Ψ 59

1 ①写真から雪対策について話し

合う。
・雪が山のようにつまれている
ね。
・雪をとかす施設やためておく

施設が市内にたくさんある
ね 。

②雪対策室の人の話を読み,雪
対策について話し合う。
・人々の生活に影響が出ないよ

うに様々な工夫をしているん

だね。

③雪まつりの写真から,雪を生
かした取り組みについて意見
を発表し合う。
・雪を使つて楽しそうなことを
しているね。
・誰がこんな大きな雪像を作つ

たのかな。

④グラフや市役所の方の話を読
んで,雪の多さを生かした観
光について話し合う。
・北海道の人々は雪の多さを生

かした観光を工夫しているん

だね。

[知技]発言

(3)十勝地方の自然を生かした農業
・調べる 十勝地方の人々は,自然
を生かしてどのような産業を行
つているのでしょうか。

p. 60-61

1 ①写真と図表から十勝地方の農

業について話し合う。
。とても広い農地だね。
・たくさんの農産物ができそうだ。
。何を作つているんだろう。

②農家の方の話を呼んで,十勝
地方の農業について意見を発

表し合う。
・広い土地を生かして農業をし

ているんだね。
・病気を防ぐために輪作などの

工夫もしているんだね。

③回回の写真資料などと「まな
び方ヨーナー」から農業の特

色を話し合う。
・道から道まで 545mの区画なん
て想像できないほど広い畑だ

ね。
・広い土地だから大型の機械が

使えるんだね。
。こんな広い土地でじゃがいも
を作つているんだね。

[知技]ノー ト

(4)守 つてきた文化を受けつぐ
。調べる 北海道に伝わるアイヌの
文化は,どのようなものでしょう
か 。

p. 62

1/2 ①写真から北海道の文化につい

て気づいたことを発表 し合

う。
・特徴のある服装だね。

[知技]発言

23



・食べ物も特徴があるね。

②北海道の文化について調べ

る。
・昔から先住民族のアイヌの

人々が生活しているんだね。
・本州やロシアと交流しながら

独自の文化を作つてきたんだ

ね。

(4)表にまとめてキャッチコピーをつくる
。まとめる 寒い地方のくらしの特
色を表にまとめ,キャッチコピー
をつくりましょう。

p. 63

1/2 ①北海道の特色を表にまとめ

る。
。これまでの学習を表にまとめ

てみよう。

②学習したことをもとに,北海
道の特色を表すキャッチコピ

ーを作る。
・産業も文化も自然や気候と切

り離せないね。

[思判表]キ ャッチコピー

[態度]ノ ー ト

)
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2.わたしたちの生活と食料生産 (オ リ
エンテーション)

上 p.66-67

1時間 6月 (2)アイ

(1)給食の材料
・わたしたちは,ふだん,どのよう
なものを食べているのでしょう
か 。

p.66-67

1 ①地域の名産品を使つた全国の

給食の写真を見比べて,わか
つたことや考えたことを発表
し合う。
・全国にはいろいろな給食があ

る。
・名産品を使つた給食はとても
おいしそう。
・わたしたちの学校の給食にも,
地域の名産品を使つたこんだ

てがある。
・給食にはいろいろな材料が使
われている。

②学校の給食のこんだてを分類
して,わかつたことや考えた
ことを発表し合う。
。みそしるの具の中に,地域の
名産品がある。
・給食のこんだては,米や豆 ,
果物,水産物,野菜,畜産物
に分類できる。     ,
・給食の材料は,地域だけでな
く,全国各地より集められて
いる。

めあて わたしたちが食べているものは,どこでどのよ
うにつくられ,運ばれてきているのでしょうか。

[思判表]発言 。ノー ト

[態度]発言 。ノート

)

25



上 p.68-751.く らしを支える食料生産

(2)アー(7)(ウ), イ
ー(7)

4時間 6月

我が国の農業や水産業における食料生産について,生産物の種類や分布,
生産量の変化,輸入など外国との関わりなどに着日して,地図帳や地球儀 ,

各種の資料で調べ,ま とめることで食料生産の概要を捉え,食料生産が国
民に果たす役割を考え,表現することを通して,我が国の食料生産は,自
然条件を生かして営まれていることや,国民の食料を確保する重要な役割
を果たしていることを理解できるようにするとともに,主体的に学習問題
を角子決しようと
。生産物の種類や分布,生産量の変化,輸入など外国との関わりなどにつ
いて地図帳や地球儀,各種の資料で調べて,必要な情報を集め,読み取り,

食料生産の概要を理解している。
・調べたことを自地図や文などにまとめ,我が国の食料生産は,自然条件
を生かして営まれていることや,国民の食料を確保する重要な役割を果た
していることを理解している。
・生産物の種類や分布,生産量の変化,輸入など外国との関わりなどに着
目して,問いを見いだし,食料生産の概要について考え表現している。
・我が国の農産物や水産物の種類や生産量,農業や水産業が盛んな地域の

分布などの情報を総合したり,農業や水産業における食料生産と国民生活
を関連付けたりして食料生産が国民生活に果たす役割を考え,適切に表現
している。
。我が国の食料生産の概要について,予想や学習計画を立てたり,見直し
たりして,主体的に学習問題を追究し,解決しようとしている。

(1)産地調べ

1 ①スーパーマーケットのちらし

から食料品を切り取り,都道
府県ごとに地図に貼 り付け

て,気づいたことや考えたこ
とを発表し合う。
・米は主に寒いところで生産さ

れている。
・野菜は,わたしたちが生活し
ているところに近いところで

生産されている。
・みかんは主にあたたかいとこ

ろで,り んごは主に寒いとこ
ろで生産されている。
・北海道の魚もある。

・外国から来た食料品もたくさ

んある。
・全国各地から集まつた食料品

を,わたしたちはふだん食べ

ている。

学習問題 わたしたちのくらしを支えている食べ物の産
地は, どのように広がってぃるのでしょうか。

[思判表]発言 。白地図・つかむ わたしたちが食べている
食料品の産地について調べ,学習
問題をつくりましょう。

p.68-69
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〕

(2)日本の米づくり ★他教科との関連 :算数
・調べる 米の主な産地はどこでし
ょうか。

p. 70～ 71

1 ①日本各地の 6月 の米づくりの

様子がわかる写真や,米の収
穫量に関わる地図から,米の
生産地について,気づいたこと

や考えたことを発表し合う。
・気候のちがいによつて,米づ
くりの進め方が異なる。
・米は主に寒いところでたくさ

んつくられている。
・米はあたたかいところでもつ

くられている。
。もつとも多く米をつくつてい

る地方は,東北地方である。

[知技]発言・ノー ト

(3)農産物の産地
・調べる 野菜,果物,畜産の産地
はどのように広がっているので

しょうか。
p. 72-73

1 ①日本の農産物の生産額の変化

や,野菜,果物,畜産物の主
な産地と特色を調べ,わかつ
たことや考えたことを発表し

合う。
・米の生産額は減っている。
・畜産物や野菜の生産額は増え

ている。
・野菜の産地は,関東地方が多
V｀。

・ りんごは寒いところ,みかん
はあたたかいところに多い。
・畜産物の産地は,北海道と九
州地方に多い。
・野菜,果物,畜産物の生産量
の高い地域は,それぞれ異な
つている。
・野菜,果物,畜産物は, 日本
各地で生産されている。

[知技]発言 。ノー ト

(4)地図にまとめる
。まとめる わたしたちが食べてい
る食べ物の主な産地はどのよう

なところか,ま とめましょう。
p. 74-75

1 ①これまで学習してきたことを

もとにして,わたしたちが食
べている食料品を生産してい

る主な産地についてまとめる。
・米は,東北地方や北海道,新
潟県で生産がさかん。
・野菜は,気候などの自然の特
色をいかして,全国各地で生
産されている。
・果物は,り んごは寒いところ,
みかんはあたたかいところ,

気候のちがいによつて,産地
が大きく異なる。
・畜産物は,牧車をつくる広い
土地が必要なので,北海道や
九州地方が主な産地になつて

いる。
・水産物の水あげ量は,千葉県
の銚子港が第一位である。

[思判表]発言・ノー ト

[態度]発言 。ノー ト
)
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上 p.76-932.米づくりのさかんな地域
(2)アー(イ )(ウ),イ

ー
(1)

8時間 7月

我が国の米の生産について,生産の工程,人々の協力関係,技術の向上,
輸送,価格や費用などに着日して,地図や各種の資料で調べ,ま とめるこ
とで,米づくりに関わる人々の正夫や努力を提え,その働きを考え,表現
することを通して,我が国の米づくりに関わる人々が,生産性や品質を高
めるよう努力したり輸送や販売方法を工夫したりして,良質な米を消費地
に届けるなど,食料生産を支えていることを理解できるようにするととも
に,主体的に学習問題を解決しようとする。             _
・米の生産の工程,人々の協力関係,技術の向上,輸送,価格や費用など
について,地図や各種の資料で調べて,必要な情報を集め,読み取り,米
づくりに関わる人々の工夫や努力を理解している。

・調べたことを図表や文などにまとめ,我が国の米づくりに関わる人々が,

生産性や品質を高めるよう努力したり輸送や販売方法を工夫したりして,

良質な米を消費地に届けるなど,食料生産を支えていることを理解してい

る。
・米の生産の工程,人々の協力関係,技術の向上 ,
に着日して,問いを見いだし,米づくりに関わる人々の工夫や努力につい
て考え表現している。

・米づくりの仕事の工夫や努力とその土地の自然条件や需要を関連付けて

米づくりに関わる人々の働きを考え,適切に表現している。

輸送,価格や費用など

の米の生産について,予想や学習計画を立てたり,見
主体的に学習問題を追究し,解決しようとしている

したりし

て

(1)庄内平野をながめて,地形と気候の特色 ★他教科との関連 :家庭

[思判表]発言・ノー ト1 ①庄内平野の航空写真を見て,

気づいたことや,'景観の特色

についてわかつたことを発表

し合う。
・平らな土地が広がっている。
・水田がたくさんある。
・川が流れている。
・山がある。
・家や道路がある。
・庄内平野に多くの水田があつ

て,米づくり
すがさかんである

ことは,自然の特色と関係が
あるのではないかな。

②土地利用図や雨温図,写真な
どを読み取ることを通して,
庄内平野の地形と気候の特色

について話し合 う。
・庄内平野は東西に約 16kmも あ

る。
・庄内平野の多くは,水田に利
用されている。
。大きな川が庄内平野を流れて

ヤヽる。
・庄内平野の海岸沿いには防砂

林があつて,砂浜の砂が飛ぶ

。つかむ 庄内平野はどのようなと
ころなのでしょうか。

p,76-79
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ことを食い止めている。
・酒田市は宮古市と比べ,冬に
降水量が多く,夏の平均気温
が高い。これが米づくりに適

した気候となつている。
・庄内平野は夏になると南東か

らの季節風がふき,稲の病気
を防いでいる。

(2)米づくりのさかんな庄内平野
・つかむ 写真やグラフを見て,庄
内平野の米づくりについて話し

合い,学習問題をつくりましょ
う。

p. 80-81

1 ①写真やグラフを読み取り,わ
かつたことや疑問に思つたこ

とから学習問題をつくり,学
習計画を立てる。
・庄内平野の水田はとても大き
い 。

・他の地域と比べて,庄内地方
の水田の占める割合は大き

い 。

・庄内平野のある山形県では ,
10aあたりの米の生産量が他

県と比べて高い。
・庄内平野は, 日本有数の米づ

くりのさかんな地域と言え

る。
・庄内平野の米づくりには,農
家のさまざまな工夫や努力が

[思判表]発言・ノー ト

あるのではないカ

学習問題 庄内平野で米づくりにかかわる人々は, どの
ようなくふうや努力をして,よ りよい米を生産している
のでしょうか。

(3)祢津さんの米づくり
・調べる 農家の人々は,米づくり
をどのように進めているのでし

ょうか。
p. 82,V83

1 ①専業農家である祢津さんの話

やインターネットなどを活用

して,農家の米づくりの仕事
について調べ,農作業暦にま
とめる。
・米づくりは,3月 の種もみを選ぶ

ところから始まっている。
・ 3月 から 10月 まで,一年間を
通して,農家は米づくりを行
なつている。
・農家は一人で米づくりを進め

ているわけではなく,地域の
人と協力しながら,米づくり
を行つている。

[知技]発言・ノー ト

(4)生産性を高める米づくりのくふう
。調べる 農家の人々は,米の生産
性を高めるためにどのようなく

ふ うをしてきたのでしょうか。
p. 84-85

1 ①庄内平野の農家が,生産性を
高め,よ りよい米づくりを進
めるためにどのような工夫を
してきたかを調べ,米づくり
の移り変わりについて話し合

う。
・米づくりに欠かせない水の量

[知技]発言・ノー ト
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を上手に調整するために,庄
内平野の水田にはさまざまな

工夫がある。
1耕地整理を進め,庄内平野の
生産性は高まつてきた。

・農家の労働時間を短縮するた

めに,田おこしなどの機械化
が進んだ。

(5)庄内平野の米づくりを支える人たち
。調べる 農家の人々を,だれがど
のように支えているのでしょう

か 。

p. 86-87

1 ①農業協同組合や水田農業試験

場などが,どのように農家を
支援しているかを調べて,わ
かったことを発表し合う。

・米づくりを進める上で,農業
協同組合の人々の協力は欠か

せない。

・農家を支える人々が協力する

ことで,安全でおいしい米づ
くりは進められる。

・水田農業試験場では,品種改
良や有機農業の研究をして ,

農家を支えている。
。「つや姫」や「雪若丸」という

新 しい品種が開発され,庄内
平野の米づくりはどんどん発

展している。

[知技]発言 。ノー ト

(6)おいしい米を全国に
・調べる 庄内平野の米は,どのよ
うに消費者にとどけられるので

しょっか。
p. 88-89

1 ①庄内平野の米が消費者に届け

られるまでの様子を調べて ,

生産地と消費地を結ぶ輸送の

働きや,米づくりにかかる費
用などについて考えたことを

話し合う。
・カントリーエレベーターに保

管された米は,農業協同組合
の計画にしたがつて,全国各
地へ出荷される。
・米の輸送には,輸送先となる
消費地との距離に応 じて,フ
ェリーや トラックなどが使い

分けられている。
・米がわたしたちの手元に届く

までには,米づくりにかかる
費用の他に,輸送や販売にか
かる費用があり,それらを含
めて,米の価格は決められる。
・米の購入方法には,農家から
直接購入する方法もある。

[知技]発言・ノー ト

(7)米づくり農家のかかえる課題と新しい取り組み

調べる 農家の人々がかかえる課
題を,どのように解決しようとし
ているのでしょうか。

p. 90-91

1 ①農家の抱える課題について資

料から読み取り,これからの

米づくりについて自分が考え

たことを伝え合う。
・米の他に大豆などを栽培して,

[知技]発言・ノー ト
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農家は生産調整をしている。
・米の生産量が減つているのは,
米の消費量が減つていること

と関係がある。
・農作業の共同化は,農業従事
者の減少と関係がある。
・庄内平野の農家は,消費者と
の結びつきを深めるために,

関東地方の小学校で出前授業
を行つている。
・農家は,環境にやさしい肥料
づくりを進めている。
・種もみの直まきに挑戦してい

る農家もいる。

(3)こ れまでの学習をふり返る
。まとめる これまでの学習をふり
返り,米づくりがさかんな地域の
人々のくふうや努力についてま

とめましょう。
p. 92-93

1 ①これまでに調べたことをぶり

返つて,表にまとめる。
・内容,問い,わかつたことの
二つの観点を関連づけて,調
べてきたさまざまなことをま

とめる。
・「庄内平野はどのようなところ

なのでしょうか。」という問い

から,庄内平野の地形や気候
の内容を学び,庄内平野の地
形の特色や気候の特色を理解
した。
・「庄内平野の米は,どのように
消費者にとどけられるのでし

ょうか」という問いから,米
を消費者にとどける方法を学
び,輸送のしくみや費用を理
解した。

[思判表]発言・ノー ト

[態度]発言・ノー ト
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上 p.96～ 1092.水産業のさかんな地域
(2)アー(イ )(ウ),イ

ー
(1)

9月7時間

我が国の水産業について,生産の工程,人々の協力関係,技術の向上,輸
送,価格や費用などに着日して,地図や各種の資料で調べ,ま とめること
で,水産業に関わる人々の工夫や努力を捉え,その働きを考え,表現する
ことを通して,我が国の水産業に関わる人々が,生産性や品質を高めるよ
う努力したり輸送や販売方法を工夫したりして,良質な水産物を消費地に
届けるなど,食料生産を支えていることを理解できるようにするととも
に 問題を解決しようとする。主 に

。水産業の生産の工程,人々の協力関係,技術の向上,輸送,価格や費用
などについて,地図帳や各種の資料で調べて,必要な情報を集め,読み取
り,水産業に関わる人々の工夫や努力を理解している。
・調べたことを図表や文などにまとめ,我が国の水産業に関わる人々が,
生産性や品質を高めるよう努力したり輸送や販売方法を工夫したりして,

良質な水産物を消費地に届けるなど,食料生産を支えていることを理解し

ている。

・水産業の生産の工程,人々の協力関係,技術の向上,輸送,価格や費用
などに着日して,問いを見いだし,水産業に関わる人々の工夫や努力につ
いて考え表現している。
・水産業の仕事の工夫や努力とその土地の自然条件や需要を関連付けて水

産業に関わる人々の働きを考え,適切に表現している。
・水産業における食料生産について,

たりして,主体的に学習問題を追究
計画を立てたり,見直し
しようとしている。

(1)魚を消費する日本
1 ① 日本の水産業の様子につい

て,地図や統計資料等を読み
取る活動を通して,わかつた
ことや疑間に思つたことを整

理して学習問題をつくり,学
習計画を立てる。
・スーパーマーケットでは,い
ろいろな魚が売られている。
。日本のまわりの海では,いろ
いろな魚介類が多く採れる。
・ 日本の一人当たりの魚や貝の

消費量は世界でも非常に多い。
。日本は,魚を多く食べるのに,
魚をとる量は,減つている。

学習問題 長崎で水産業にかかわつている人々は,どの
ように魚をとり,消費者にとどけているのでしょうか。

[思判 発言・つかむ わたしたちの食生活と水
産業について考え,学習問題をつ
くりましょう。

p.96-97

(2)魚を集めてとるまきあみ漁
[知技]発言 。ノー ト1 ①写真やイラストから,まきあ

み漁についてわかったことを

ノートにまとめ発表する。
・船団を組んでまきあみ漁を行
つている。
・照明をつけているから,夜に

・調べる 長崎漁港の近海でさかん
な沖合漁業は,どのように行われ
ているのでしょう力、

p. 98-99
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漁をしているのかな。
・働いている人は,水にぬれな
いように合羽を着ている。
・魚群探知機で魚を探したり,

船の上からスマー トフォンで

情報を漁港に送つたりしてい

る。
・とれる魚の量は,天候や魚の
群れのいる場所など自然環境

に影響される。

(3)長崎漁港から食卓ヘ

・調べる 長崎漁港に水あげされた
魚は,どのようにしてわたしたち
の食卓へとどくのでしょうか。

p. 100～ 101

1 ①写真を見て,長崎漁港の様子
や水あげされた魚が食卓にと

どくまでの流れについてわか

つたことをノー トにまとめ

る。
・水あげ……とつた魚が長崎漁

港に水あげされる。魚は,種
類や大きさごとに分けられ

る。
・せ り……魚市場でせりにかけ

られ,値段と寮う人が決めら
れる。せ りおとした魚を寅い

たい人に売る。
・ トラックで運ぶ……せ りおと

された魚は県内の店だけでな

く, トランクに積み込まれ東
京や大阪,福 岡などに運ばれ
て売られる。魚は,他県の魚
市場でもう一度せ りにかけら

れたり,店やスーパーマーケ
ットで売られたりする。
・新鮮な魚を出荷するために保

冷機能のついた トラックで出

荷される。

②魚が運ばれる道を道路地図で

確認する。
・長崎から,高速道路で全国に
運ぶことができる。
・東京で買う魚の値段には, ど
のような費用が含まれている

のだろう。

[知技]発言 。ノート

(4)つ くり育てる漁業
・調べる つくり育てる漁業は,ど
のように行われているのでしょ
か 。

p. 102-103

1 ①写真と養殖業者の人の話か

ら,と らふぐの養殖の様子 ,
工夫や努力についてわかつた
ことをノー トにまとめる。
C稚魚が成魚になつて出荷され
るまでに約 1年半かかる。
・ほかの魚をきずつけないよう
に,歯切りという作業を 1び
きずつ行う。
・台風や赤潮などの被害にも気

をつけなくてはいけない。

[知技]ノ ー ト

)
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。生産が安定しているので地元

の若い人が養殖業をやるよう

になつてきている。

②イラス トと写真から魚や貝の

たまごを育てている水産セン

ターについてわかったことを

ノー トにまとめる。
・魚や貝のたまごを育てるだけ

でなく,病気への対応なども
行つている。
・かぎられた水産資源を守り,

安定して魚がとれるように研

究している。

(5)す り身からかまばこをつくる
・調べる 長崎漁港の周辺では,ど
のようにして水産加工品がつく

られているのでしょうか。
p. 104～ 105

1 ①写真とかまばこ工場の人の話
から, かまばこづくりにつV｀

てわかつたことをノー トにま

とめ,発表する。
・漁港の近くには,いわしやあ
じなどの魚からすり身をつく

る工場がある。
・新鮮な魚を使つてすり身がつ

くられている。
・かまばこ工場では,す り身を
さらに加工してかまばこやち

くわなどをつくつている。
。若い人たちにもかまばこを知
つてもらおうと「長崎かんぼ

こ王国」などを作つて宣伝し

ている。

[知技]ノ ー ト

(6)日 本の水産業がかかえている課題

・調べる 日本の水産業には,どの
ような課題があるのでしょうか。

p. 106-107

1 ①地図とグラフから, 日本の水
産業の様子について読み取

り,わかつたことをノー トに
まとめる。
・世界の海ではそれぞれの国が

魚をとつてよい範囲が決めら

れている。
・日本の速洋漁業・沖合漁業の

生産量はどんどん減つてきて

いる。
・水産物の輸入は増えてきてい

る。
・漁業で働く人の数も減つてき

ている。
・わたしたちがこれからも同じ

ように魚を食べていくために

は,ど うすればよいのだろう。

[知技]ノ ー ト

(7)プ レゼンテーションソフトを使つてまとめる
こまとめる 水産業がさかんな地域
の人たちのくふ うや努力につい

て調べたことをまとめてみまし

ょう。
p. 108～ 109

1 ①学習したことをふり返り,プ
レゼンテーションソフトを使
ってまとめる。
・日本は豊富な水産資源に恵ま

れている。

[思判表]発言・プレゼン

テーション

[態度]発言・プレゼンテ

ーション
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。長崎漁港のまわりでは,まき
あみ漁がさかんである。
・スマートフオンや魚群探知機
なども活用して情報を早く得
ることができるようにしてい

る。
・長崎漁港のまわりには,と づ
た魚をすり身にする工場やか

革ぼこ工場がある。
・養殖やさいばい漁業など魚を
つく,育てる漁業もある。
l②まとめた作品をもとにこれか
らの漁業について考えたこと

を発表し合う。

・漁業で働く人が増えてはしい。
・漁業はこれからもつ,と機械化
が進むのではないかょ

|つ

」
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上 p.114～ 1234。 これからの食料生産とわたしたち

9～ 10月5時間
(2)アー(7)(ウ),イ
ー(7)

我が国の農業や水産業における食料生産について,食料自給率や輸入など
外国との関わり,食の安全・安心への取り組みなどに着日して,地図帳や
地球儀,各種の資料で調べ,ま とめることで食料生産の課題を捉え,食の
安全・安心の確保,持統可能な食料生産・食料確保が重要な課題であるこ
とや,食料自給率を上げることが大切であることを理解できるようにする
とともに,学習したことを基にこれからの農業などの発展について考えよ
うとする。
・食料自給率や輸入など外国との関わり,食の安全 。安心への取り組みな
どについて,地図帳や地球儀,各種の資料で調べて,必要な情報を集め,
読み取り,食料生産の課題を理解している。
・調べたことを図表や文などにまとめ,食の安全・安心の確保,持統可能
な食料生産 。食料確保が重要な課題であることや,食料自給率を上げるこ
とが大切であることを理解している。
・食料自給率や輸入など外国との関わり,食の安全・安心への取り組みな
どに着目して,問いを見いだし,食料生産の課題について考え表現してい
る。
・食料自給率と食生活の変化を関連づけたり,食料生産について学習して
きたことを総合したりして食料生産の課題について考え,学習したことを
基に,消費者や生産者の立場などから多角的に考えて,これからの農業や
水産業の発展について考え表現している。
。これからの食料生産について,予想や学習計画を立てたり,見直したり
して主体的に学習問題を追究し,解決しようとしている。
・学習したことを基に,消費者や生産者の立場などから多角的に考えて,
これからの農業などの発展について考えようとしている。

(1)日 本の食料生産をめぐる課題
1 ①農業や水産業の学習をふり返

り, どのような課題があつた

か話し合う。
・水産業ではとれる魚が少なく

なり,輸入しているものもあ
った。
。米の生産量と消費量が減つて
いた。
・農業も水産業も働く人が減つ

ていた。

②日本と主な国の食料自給率に
ついて調べ,疑間に思うこと
を話し合い,学習問題を作る。
・日本の食料の多くは輸入にた

よつている。
・小麦や大豆のほとんどを輸入
している。
・40年前に比べ,自 給率が約 3
分の 2に減つたのはなぜだろ
う。
・日本の食料生産にはどのよう

[思判表]発言・つかむ 食料生産の課題について
話し合い,学習問題をつくりまし
ょう。

p.114～ 115
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|

な課題があるのだろう。

学習問題 日本の食料生産にはどのような課題があり,
これからの食料生産をどのように進めたらよいのでしょ

うか。

(2)わたしたちの食生活の変化と食料生産
・調べる 食生活の変化は食料生産
にどのようなえいきょうをあた

えているのでしょうか。
p.116～ 117

1 ①教科書 p.H6の 写真を見なが
ら,毎 日の食生活について話
し合う。
。わたしは朝はパンを食べるこ

とが多い。
・ハンバーグやカレーなど,肉
を使つた食べ物が多い。

②食生活の変化や食料品別の輸
入量の変化を資料で調べる。
・1960年度と比べると米の消費

量が減り,肉やその加工品,
乳製品などの畜産物が増えて
いる。
・増えている食料品の多くは輸

入に頼つている。

③調べたことを関連づけ,食生
活の変化が食料生産や食料の

確保にどのような影響を与え

ているか考え,話 し合う。
・食生活が変化し,小麦や乳製
品などがたくさん輸入される

ようになつた。
・食生活は豊かになつたが, 自

給率の高い米の消費が減り,

輸入食料品が増え, 自給率が
下がつている。
・食料廃葉の多さも問題になっ

ている。

[思判表]ノ ー ト

(3)食の安全・安心への取り組み
。調べる 食の安全 。安心に対する
取り組みは,どのように行われて
いるのでしょうか。

p.118～ 119

1 ①食の安全・安心に対する取り
組みについて知っているこ

と,輸入食品で問題になるこ
と等を話し合う。
・生産者の顔が見える野菜など

がスーパーマーケットで売ら

れている。
・農業の学習では,農薬を使わ
ない工夫などもあつた。
・外国ではどのような農薬を使

つているのか心配。
・気候の影響により,輸入国で
農産物が収穫できなかった

ら,輸入ができない。
②スーパーマーケットの店長さ

んの話と検疫所で働く長さん
の話をもとに,食の安全 。安
心のためにどのような取り組

[知技]ノ ー ト
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みがあるか調べる。

・ トレーサビジティ
。日本の法律に合格した食品を

輸入する。
・検疫所での点検

③調べたことをもとに,食の安
全・安心に対する取り組みが

どのように行われているか考

え,話し合う。
・ トレーサビジティの取り組み

や輸入食品の衛生管理が行わ

れている。
。しかし,輸入のための輸送で
は,た くさんの石油が使われ
ている。

(4)食料を安定して確保する
。調べる 食料を安定して確保し統
けるためには,どのようなことが
大切なのでしょうか。

p.120

1/2 ①「産業別の人口のわりあいの

変化」及び「土地和↓用の変化」
のグラフから,食料の安定確
保にとつて課題になることを

話し合う。
・農業や林業,水産業などで働
く人が減つている。
・畑や田の面積も減つている。
・食料生産を行う人や場所が減
つている。

②農業協同組合の後藤さんの話

をもとに,食料を安定して確
保するために大切なことを調
べ,考えたことを話し合う。
・国内の食料自給率を上げるた

めに国産のものを食べること

が大切。
・自分の住んでいる地域でとれ

るものを食べることも大切。
・自分の地域で作られているも
のを食べると,輸送のために
大量の燃料を使わなくて済

む。

[知技]ノ ー ト

(4)これからの食料生産について考える
・まとめる これからの食料生産に
ついて調べたことをもとに,学習
問題に対する考えをまとめまし

ょう。
pJ 21

1/2 ①これまでに調べたことを,カ
ー ドに書いて黒板に貼り,分
類をする。
・ 日本の食料生産がかかえる課

題

・食の安全・安心の取り組み
。食料を安定して確保するため

に大切なこと

②分類したカー ドを見ながら,
これからの食料生産で大切だ

と思うことを発表し合う。
・日本の食料自給率を上げるこ

とが大切。
・食料自給率が上がると,農業

[思判表]ノ ー ト
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―
ぅ

や水産業が活発になる。
・市で進めている地産地消の取

り組みにも進んで参加するこ

とが大切。
・むだなく食べることも大切。
・ 日本は輸入食料品が多い。食
の安全 。安心にも気を付ける

ことが大切。

③話し合つたことをもとに,ェ
れからの日本の食料生産につ

いて大切に思うことを各自ノ
ートにまとめる。

(5)食料生産の新たな取り組み
・いかす 新しい食料生産のくふう
をしょうかいし合い,これからの

食料生産について考えましょう。
p.122-123

1 ① p.122～ 123で紹介されてい
る食料生産の新たな取り組み
について,グループ内で分担
して調べ,発表し合う。
・生産,加工,販売を自分たち
で行う取り組み
・えさを工夫して畜産物の価値
を高める取り組み
・持統可能な漁業を進める取り

組み
・有機減農薬農法による米づく
りの取り組み

②自分たちの県や市の農業や水

産業の新たな取り組みについ

て,ホームページ等を利用し
て調べる。

③これからの食料生産に対する

考えをノー トに文章でまとめ

る。
・消費者は,安 さや安全だけで
なく,価値のあるものや高級
なものも求めている。 、
・生産から販売までを行う取り

組みがある。
・消費者の願いに応えながら,

新しい取り組みが行われてい

る。

[態度]発言

[思判表]ノ ー ト

)
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¬Fp.2-3
3.わたしたちの生活と工業生産 (オリエンテ

ーション)

(3)アイ10月1時間

(1)わたじたちの生活をとりまく工業製品
1 ①身のまわりの工業製品につい

て,気づいたことを話し合う。
・家に,冷蔵庫や電子レンジな
どの電化製品がある。

・ノー トやパソコンなど学校で

使うものにも工業製品がある

のではないかな。

②これまでの学習をふり返つた

り,身のまわりの工業製品に
ついて考えたりしながら,工
業製品と生活とのかかわりに

ついて話し合う。

・3年の昔の道具の学習では,洗

濯機ができて便利になつたこ

とを学習した。

・身のまわりの工業製品は,ど
のようにつくられているのか

な。

うにしてつくられているのでしょうか。

[思判表]ノ ート,発言

のの え 工 は品 ど よめ て わ した 生活 支を る 業製たあ

・工業は,わたしたちの生活に,ど
のようにかかわつているのでし

ょうか。
p.2-3

40



小単元名 1.くらしを支える工業生産
軟科書の
ページ

下 p.4～ 9

配当時数 3時間 活動時期 10月
学習指導要

領の内容
(3)アー(ア )(工),イー(ア )

小単元の目標

我が国の工業生産について,工業の種類,工業の盛んな地域の分布,工業
製齢1の改良などに着日して,地図帳や地球儀,各種の資料で調べ,ま とめ
ることで工業生産の概要を捉え,工業生産と国民生活に果たす役割を考
え,表現することを通して,我が国では様々な工業生産が行われているこ
とや,国上には工業の盛んな地域が広がっていること及び工業製品Iは国民
生活の向上に重要な役割を果たしていることを理解できるようにすると

ともに,主体的に学習問題を解決しようとする。

小単元の

観点別

評価規準

知識・技能

。工業の種類,工業の盛んな地域の分布,工業製品1の改良などについて ,

地図帳や地球儀,各種の資料で調べて,必要な情報を集め,読み取り,工
業生産の概要を理解している。

・調べたことを白地図や文などにまとめ,我が国では様々な工業生産が行
われていることや,国土には工業の盛んな地城が広がっていること及び工

業製品は国民生活の向上に重要な役割を果たしていることを理解してい

る。

思考a判断8表現

。工業の種類,工業の盛んな地域の分布,工業製辞1の改良などに着日して ,

問いを見いだし,工業生産の概要について考え表現している。
・我が国の工業の種類や生産額,工業生産が感んな地域の分布などの情報
を総合して工業生産が国民生活に果たす役割を考え,適切に表現してい

る。

主体的に学習に

取り組む態度

・工業生産の概要について,予想や学習計画を立てたり,見直したりして ,

主体的に学習問題を追究し,解決しようとしている。

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法

(1)わたしたちの生活に役立つ工業製品
。つかむ 身のまわりにある工業―製
品について話し合い,学習問題を
つくりましょう。

p.4

1/2 ①身のまわりの工業靭罪1を持ち
寄り,それぞれの特徴を考え
ながら分類する。
・機械もあれば,食べ物もある。
・金属 (鉄など)でできたもの
もあれば,プラスチックでで
きたものもある。
・繊維 (衣類など)でできたも
のもあれば,紙や陶器ででき
たものもある。
。いろいろな種類の製品がある

けれど, どこでつくつている

のだろうか。

[思判表]発言,分類表

学習問題 わたしたちの生活を支えている工業製品「は ,

どこでつくられているのでしょうか。

②学習計画を立てる。
・工業製品Iの種類や,ど こで生
産されているか調べたい。
・ 日本ではどんな種類の工業が

さかんなのか調べたい。
・工業生産がさかんな地域は日
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本のどのあたりにあるのか調
べたい。

(1)日本各地の工場でつくられている工業製品

・調べる 身のまわりの工業製品
は,どこでつくられているのでし
ょうか。

p.5

1/2 ①分類した工業製品がつくられ
た場所を調べて,発表し合う
とともに, 日本地図に印をつ

けてまとめる。
・写真の船は,広島県呉市でつ

くられた。

・音楽室にあるピアノは,静岡
県掛川市でつくられた。

・家で使つている掃除機は,次
城県日立市でつくられた。

[知技]ノ ー ト

(2)日 本の工業生産の特色 ★他教科との関連 :算数

。調べる 日本の工業生産には,ど
のような特色があるのでしょう

か 。

p.6-7

1 ①「工業種類別の工業生産額の
わりあいの変化」「大工場と中
小工場のわりあい」の二つの

グラフを読み取り, 日本の工

業生産について気づいたこと

を話し合う。
。日本の工場はほとんどが中小
工場だ。
。大工場の数は少ないが,工業
生産額では半分以上を占めて
いる。
・ 1935年のグラフでは繊維工業
の生産額の割合が大きいが ,

現在は機械工業が中心。

②「日本の工業生産の分布」の

グラフを読み取り, 日本の工

業生産のさかんな地域につい

て話し合う。
・工業がさかんな地域は,太平
洋側の海沿いに広がってい

る。
・最も生産額が高い中京工業地

帯では,主に何がつくられて
いるのだろう。

[知技]ノ ー ト

3 か ん の と特色

・調べる 日本で工業がさかんな地
域には,どのような特色があるの

でしょうか。
p.8

1/2 ①教科書p.7「 日本の工業生産の

分布」のグラフを復習しなが

ら,「太平洋ベル ト」とよばれ

ている工業地域や工業地帯の

広がりを意識する。
・太平洋ベル トの工業生産額は,
日本全体の2分の1以上を占め

ている。

②工業地域や工業地帯の相互の

つながりや海外とのつながり

にも発展させて思考を深めて
いく。       ′
・工業のさかんな地域が海沿い

に多いのは,材料や製品の輸
送に便利だからではないか。
・高速道路が全国に広がって ,
内陸でも工業がさかんな地域
が増えてきた。

[知技]ノ ー ト
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(3)ノ ートにまとめる
。まとめる 日本の工業のさかんな
地域の特色をまとめましょう。

p.9

1/2 ①日本の工業生産と工業のさか
んな地域の特色について,わ
かつたことや考えたことをノ
ー トにまとめ,話し合う。
<工業生産の特色>
。昔は繊維工業がさかんだった
が,現在は機械工業の割合が
多い。
・工場数は,ほ とんどを中小工
場が占めている。一方,生産
額では,半分以上を大工場が
占めている。
<工業のさかんな地域>
・太平洋の海沿いに工業のさか
んな地域が多く広がり,太平
洋ベル トとよばれている。
・高速道路の発達にともない,
関東内陸工業地域など,内陸
部にも工業のさかんな地域が
ある。

[思判表]発言 。ノート

[態度]発言・ノー ト

―
ぅ

―)
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下 p.10-232.自動車をつくる工業

(3)アー(イ )(工),イー(イ )10月 ～11月7時間

我が国の自動車生産について,製造の行程,工場相互の協力関係,傑れた

技術などに着日して,地図帳や地球儀,各種の資料で調べ,ま とめること
で自動車生産に関わる人々の工夫や努力を捉え,その働きを考え,表現す
ることを通して,自動車生産に関わる人々は,消費者の需要や社会の変化
に対応し,優れた製品を生産するよう様々な努力や工夫をして,自動車生

産を支えていることを理解できるようにするとともに,主体的に学習問題
を解決しようとする。
。自動車の製造の行程,工場相互の協力関係,優れた技術などについて地

図帳や地球儀,各種の資料で調べて,必要な情報を集め,読み取り,自動

車生産に関わる人々の工夫や努力を理解している。

・調べたことを図表や文などにまとめ,自動車生産に関わる人々は,消費

者の需要や社会の変化に対応し,優れた製品を生産するよう様々な努力や
工夫をして,自 動車生産を支えていることを理解している。

・自動車の製造の行程,工場相互の協力関係,優れた技術などに着目して,

問いを見いだし,自 動車生産に関わる人々の工夫や努力について考え表現

している。

・自動車生産の仕事の工夫や努力と消費者の需要や社会の変化を関連付け

て,自動車生産に関わる人々の働きを考え,適切に表現している。
・自動車生産について,予想や学習計画を立てたり,見直したりして,主
体的に学習問題を追究し,解決しようとしている。

(1)変わつてきた自動車 、 ★他教科との関連 :算数

[思判表]発言1 ①写真とグラフから,自動車の

変化について,考えを発表し
合う。

・時代とともに自動車は変化し

ているね。

・わたしたちの生活や要望によ

つて変わるのかな。

・乗用車も 80%く らい普及して

いるね。

②地図を見て気づいたことを発

表する。

・豊田市に自動車工場が多いね。

・関連工場も集まつているよ。

・どんなところで組み立ててい

るのかな。

。つかむ わたしたちの生活や産業
を支える自動車は,どのような地

域でつくられているのでしょう

か 。

p.10～ 11

(2)さかんな自動車工業

1 ①写真とグラフから, 日本の産

業にとつて自動車工業が重要

であることを考える。

・大きな工場だね。

・日本の工業のうち機械工業の

生産額が一番大きいね。

[思判表]ノ ー トBつかむ 日本の自動車工業がさか
んな理由を考え,学習問題をつく
り,学習計画を立てましょう。

p.12～ 13
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・機械工業の中でも,半分近く
が自動車工業だね。

② 「まなび方コーナー」をみて

学習計画を立てる。

・どうやつて生産されているの

かな。

・関連工場の役割はなんだろう。

・時代にあつた自動車はどうや

つて開発されるのかな。

学習問題 自動車づくりにたずさわる人々は,よ りよい
自動車をたくさんつくるために, どのようなくふうや努
力をしているのでしょうか。

(3)自動車を組み立てる工場
・調べる 組み立て工場で働く人々
は,どのように自動車をつくつて
いるのでしょうか。

p.14～ 15

1 ①写真から, 自動車を組み立て

る流れを知り,工夫を話し合
う。

・消費者の注文に合わせて,違
う種類の自動車を,一つの組
み立てラインで組み立ててい

るんだね。
・間違えないように指示ビラな

どの工夫があるね。

・部品を余らせないようにした

り,事故の起こらないように
したりする工夫がたくさんあ

るね。

②工場の方の話を読み,組み立
てについてまとめる。
・ロボットや機械の特徴を生か

して,素早くたくさんの自動
車を生産しているんだね。

[知技]ノ ー ト

(4)自動車の部品をつくる工場
。調べる 自動車の各部品は,どの
ようにつくられているのでしょ

うか。
p.16～ 17

1 ①図と写真から, 自動車の部品

をつくる工場の働きを発表す

る。
。一台の自動車を生産するには

たくさんの部品が必要なんだ

ね。

・部品は関連工場で組み立てら

れているね。
・組み立て工場のまわりにはた

くさんの関連工場がある理由

がわかるね。

②シー トエ場の方の話を読んだ

り,組み立て工場と関連工場
のつながりの図を見たりし

て,組み立て工場の工夫と役
割を話し合う。

[知技]ノ ー ト
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・シー トを組み立てるにもたく

さんの部品が必要なんだね。

・シー トを組み立てるための部

品をつ くる工場もあるんだ

ね。

・組み立て工場と部品工場が全

体で一つの大きな工場になつ

ているんだね。

(5)世界とつながる自動車

・調べる 完成した自動車は,どの
ようにして世界じゅうの消費者

にとどけられるのでしょうか。
p.18～ 19

1 ①写真と図から,生産された自
動車はどのように消費者に届

どけられるのか発表する。

・船や トラックで運ばれていく

んだね。
・工場から遠くの販売店や海外
へは船で運ばれるんだね。

・船には一度に何千台もつめる

んだね。

②自動車会社の方の話から,海
外生産について意見を述べあ

う。
・海外生産は年々増えているね。

・現地の工場と日本の工場で交

流して,高い品質を保つてい

るんだね。
。現地で生産することでその国

の産業を発展させるんだね。

[知技]ノ ー ト

(6)人々の願いに合わせた自動車開発
。まとめる 新しい自動車は,どの
ようにして生み出されているの

でしょうか。
p.20-21

1 ①これからの時代に合わせた自

動車について話し合う。
・環境にやさしい自動車が求め

られると思う。

・事故が防げる自動車が大切だ

と思う。

・車いすに乗つたまま移動でき

る車はどうかな。

②自動車開発をする方の話を読

み,消費者や社会の要望に応
える自動車開発についてまと

める。
・自動車会社はどのような自動

車が求められているのか常に

考えているんだね。

[知技]ノ ー ト

(7)新聞にまとめる ★他教科との関連 :国語

・まとめる これまでの学習をふり
返り,日 本の自動車づくりのよさ

を新聞にまとめましょう。

p.22-23

1 ①これまでの学習を振り返り,

自動車生産の工夫について意

見を述べる。

・組み立て工場では,ラ インで

作業をしたり,ロ ボットを使
ったりとたくさんの工夫があ

[思判表]新聞

[態度]新聞
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りました。

・自動車をつくるにはたくさん

の部品が必要で,組み立てエ
場と関連工場が協力していま

した。
。日本の自動車は海外でも販売

されていました。
・消費者や時代に合わせた自動

車を開発していました。

②例をもとに新聞をつくる。
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下 p.36-453.工業生産を支える輸送と貿易

11月5時間 (3)アー(ウ)(工),イー(ウ )

我が国の工業生産について,交通網の広がり,外国との関わりなど
して,地図帳や地球儀,各種の資料で調べ,ま とめることで貿易や運輸の

様子を捉え,それらの役割を考え,表現することを通して,貿易や運輸は,

原材料の確保や製品の販売などにおいて,工業生産を支える重要な役割を

果たしていることを理解できるようにするとともに,主体的に学習問題を

|こ着 目

解決しようとする。

・交通網の広がり,外国との関わりなどについて地図帳や地球儀,各種の

資料で調べて,必要な情報を集め,読み取り,貿易や運輸の様子を理解し

ている。

・調べたことを自地図や文などにまとめ,貿易や運輸は,原材料の確保や

製品の販売などにおいて,工業生産を支える重要な役割を果たしているこ

とを理解している。

・交通網の広がり,外国との関わりなどに着目して,問いを見いだし,

易や運輸の様子について考え表現している。

・工業生産と貿易や運輸の働きを関連付けて貿易や運輸が工業生産に果た

す役割を考え,適切に表現している。

貿

。工業生産における貿易や運輸について,予想や学習計画を立てたり,見

直したりして,主体的に学習問題を追究し,解決しようとしている。

(1)工業製品の輸送と日本の貿易

り,輸送との関わりを話し合
ク。
・部品は関連工場でつくられ ,

組み立て工場に運ばれる。
・自動車は トラックや船で運ば

れる。
・空輸される工業製品もあるの

ではないか。

②工業にかかわる貿易について

話し合い,輸送との関連をも
とに学習問題をつくる。
・工業地帯にある港で輸出入が

行われているようだ。
・空港の貿易額も多い。

学習問題 輸送や貿易は, 日本の工業生産をどのように
支えているのでしょうか。

[思判表]発言り1。つかむ 日本の輸送や貿易につい
て話し合い,学習問題をつくりま
しょう。

p.36-37

(2)全国へ運ばれる工業製品

[知技]ノ ー ト1 ①「京浜 トラックターミナルの

まわり」の地図や「日本の主

な交通もう」などから,工業
生産における輸送手段を調べ

る。
・ トラックター ミナルの周辺に

・調べる 工場でつくられた工業製
品は,どのように運ばれているの
でしょうか。

p.38-39
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ヽ

は様々な交通手段がある。
・ トラックターミナルに来た工

業製品は,様々な交通手段を
組み合わせて運ばれる。

②工業生産における輸送の役割
を話し合う。
・輸送する場所や量によつて交
通手段を使い分けたり組み合
わせたりしている。
・運輸は,各地に工業製品を運
ぶなど,重要な役割を果たし
ている。

(3)日本の輸入の特色
。調べる 日本の輸入には,どのよ
うな特色があるのでしょうか。

p.40-41

1 ①「主な輸入品の輸入相手国」
「輸入量と国内生産量のわり
あい」などから, 日本が輸入
している品日と相手国を調べ

る。
・オーストラリアやサタジアラ
ビアをはじめ,世界中から輸
入している。
・石油や石炭,天然ガス,鉄鉱
石など燃料や原料を輸入して
いる。

②「主な輸入品の取りあつかい

額のわりあいの変化」をもと
に, 日本の輸入の特色を話し
合う。
・アジア地域で生産された,安
くて品質のよい工業製品が輸
入されている。
C機械類の割合が高まつている。

[知技]ノ ー ト

(4)日本の輸出の特色
。調べる 日本の輸出には,どのよ
うな特色があるのでしょうか。

p.42-43

1 ①「主な輸出品の輸出相手国」
「輸出される機械類」などか

ら日本が輸出している品日と
相手国を調べる。
・自動車,鉄鋼,集積回路など
高い技術に支えられた製品が

輸出されている。
・アメリカや中国をはじめとし
て世界中に輸出している。
②「主な輸出品の取りあつかい

額のわりあいの変化」をもと
に, 日本の輸出の特色を話し
合う。
・1970年代からは機械類が多く
なつた。
・輸出製品は海外での生産に使
われている。
。現地生産も多くなつている。

[知技]ノ ー ト

(5)これからの社会に向けて
。調べる 原料や資源の多くを輸入
している日本では,どのような取
り組みが進んでいるのでしょう

か 。

p.44

1/2 ①「主な風力発電所などの分布」
などから,原料や資源を輸入
に頼つている状況での日本の

取り組みを調べる。
。再生可能エネルギーの開発が

[知技]ノ ー ト

)
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広がっている。

・世界との結びつきを大切にす

る。

(5)かるたにまとめる
。まとめる 工業を支える運輸や貿
易について,かるたにまとめまし

ょう。
p.45

1/2 ①これまでの学習を振り返り,
「運輸」「貿易」と「日本の'工
業生産」との関わりを話し

合う。
・資源が少ない日本は,貿易で
原材料を確保している。
・運輸の働きが全国に広がって
いるから,輸入した原材料や
生産した工業製品を各地で使

うことができる。
②工業生産における「運輸」「貿
易」について重要だと思つた
ことをかるたに表現する。
。「貿易で,材料・製品支え合い」。
日本は原材料を輸入し,製品
を輸出することで工業製品が

成 り立っている。

[思判表]ワークシート

[態度]ノー ト
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小単元名 4.これからの工業生産とわたしたち
教科書の
ページ

下 p46-55

配当時数 5時間 活動時期 11月 ～12月
学習指導要

領の内容
(3)アー(ア)(工),イー(ア )

小単元の目標

我が国の工業生産について,伝統を生かした工業,中小工場の優れた技術
などに着日して,地図帳や地球儀,各種の資料で調べ,ま とめることで工

業生産の課題を捉え,工業生産の発展と国民生活との関連を考え,表現す
ることを通して,原材料や資源の多くを輸入している我が国の工業生産の

現状をふまえつつ,消費者の需要や社会の変化に対応した新しい技術の開

発などが重要であることを現解できるようにするとともに,学習したこと
を基にこれからの工業の発展について考えようとする。

小単元の

観点別

評価規準

知識・技能

。伝統を生かした工業―,中小工場の優れた技術などについて地図帳や地球

儀,各種の資料で調べて,必要な情報を集め,読み取り,工業生産の課題
を理解している。

・調べたことを図表や文などにまとめ,原材料や資源の多くを輸入してい

る我が国の工業生産の現状をふまえつつ,消費者の需要や社会の変化に対
応した新 しい技術の開発などが重要であることを理解している。

思考・判断B表現

・伝統を生かした工業,中小工場の優れた技術などに着日して,問いを見
いだし,工業生産の課題について考え表現している。
・工業生産について学習してきたことを総合して工業生産の課題について

考え,学習したことを基に,消費者や生産者の立場などから多角的に考え
て,これからの工業の発展について考え表現している。

主体的に学習に

取り組む態度

。これからの工業生産について,予想や学習計画を立てたり,見直したり
して,主体的に学習問題を追究し,解決しようとしている。
・学習したことを基に,消費者や生産者の立錫などから多角的に考えて,
これからの工業の発展について考えようとしている。

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法

(1)日 本の工業生産の特色

・つかむ 日本の工業生産の特色に
ついて話し合い,学習問題をつく
りましょう。

p.46'Ψ 47

1 動車工 」や と [思判表]ノ ー ト
易」の学習,「いろいろな工業
の生産額で大工場 。中小工場
がしめるわりあい」のグラフ

などをもとに, 日本の工業の

特色について話し合い,学習
問題をつくる。
・大きな工場で効率よく組み立

てていた。
・部品は関連工場でつくられて
ヤ`る。
・繊維工業や食料品工業をはじ

め中小工場の生産額が多い。
・鯖江市はめがねづくりがさか

んなようだ。
・中小工場には特色があるので

はないメJヽ。

学習問題 日本の工業生産は,す ぐれた技術をどのよう
に生かし,発展していこうとしているのでしょうか。

51



(2)昔から伝わる工業生産

・調べる 北陸地方の工場では,昔
から伝わる技術をどのように工

業生産に生かしているのでしょ

うか。
p.48-49

1 ① 「めがね協会の小松原さんの

話」「伝統を生かした北陸の工

業」などから北陸地方の工業
生産を調べ,伝統的な技術を
どのように生かしているのか

を話し合う。
・ 100年以上前,めがねづくりの
技術が定着した。  ・
・めがね枠の国内生産の90%以
上が福井県で鯖江はその中心

となる産地。
・産地ブランドをつくつている。

・高岡銅器や輪島塗など,専門
的な優れた技術を職人が受け

継いでいる。

[知技]ノ ー ト

(3)高 い技術をほこる工場が集まる大田区

・調べる ものづくりのまち大田区
がほこる技術は,どのようなもの

でしょうか。
p.50-51

1 ①「北鳴さんの話」「田中さんの

話Jなどから大田区での工業
生産を調べ,他地域との違い
について話し合う。
・北嶋さんたちは「しばり」と
いう技術でロケットの先端な
どをつくつている。
・世界でも大田区でしかできな
い「オンリーワン」の製品を
つくつている。
・田中さんたちは,近 くの工場
どうしで協力して高い品質の

製品をつくつている。

[知技]ノ ー ト

(4)日本の工業生産の課題

・調べる 日本の工業生産には,ど
のような課題があるのでしょう

か 。

p.52-53

1 人日の変化」
のグラフや「輸送と貿易」での

学習などから, 日本の工業生
産の課題について話し合う。
・原材料や燃料を輸入に頼つて
いるので,資源の確保を考え
る必要がある。
・製造業の人口が減つているの

で,国内生産ができなくなる
のではないか。
・輸入品によつて国産品に影響
が出てしまう。

②「活やくするロボット」「海外

に輸出された 日本企業の鉄

道」などから,課題に対する
取り組みを調べる。
。人口減少の中,ロ ボットが開
発されている。
・環境への配慮や品質の高い製

品を海外に輸出している。

・持続可能な社会に向けた工業

生産が求められている。

[知技]ノ ー ト
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(5)話 し合つてノー トにまとめる
。まとめる 日本の工業生産につい
ての学習をふり返り,これからの

工業生産についてまとめましょ

う。
p.54

1/2 ① これまでの学習を振 り返つ

て,こ れからの工業生産に必
要なことを話し合い,学習問
題について考えたことをノー

トに書く。
・ (例 )日 本の工業は高い技術が

あるので,囚 つている人を助
ける製品づくりが日本の工業

の発展につながる。

[知技]ノ ー ト

[思判表]ノ ー ト

(5)これからの工業生産に大切なこと
。いかす これからの日本の工業生
産のために,大切だと思うことを話
し合いましょう。

p.55

1/2 ①これからの工業生産のために
大切なことについて,ラ ンキ
ング形式で表現し話し合う。
。(例 )「製品づくりの資源を確
保すること」が最も大切。資
源を確保しないことには日本
の工業生産は何も行うことが
できなくなる。
。(例 )「 さまざまな人の生活を
支える製品づくり」が最も大
切。社会の課題を解決するよ
うな製品づくりによつて信頼
が高まる。

[思判表]ワークシート

[態度]ワークシート
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下 p.56-57
4.情報化した社会と産業の発展 (オリエンテ

ーション)

(4)アイ12月1時間

(1)わたしたちをとりまく情報

①どのような情報をどのように

得ているのか発表し合う。
・他地域や外国のニュースはテ
レビやラジオ,新聞で知る。
・天気はインターネットを使う
ことが多い。
・趣味のことは雑誌が多い。
②情報を得る手段と情報の内容
との関わりを話し合う。
・インターネットは外でも調べ

られる。
・テレビは家族で一緒に見られ,
すぐに知ることができる。

めあて わたしたちの生活の中で,情報はどのような役
わりを果たしているのでしょうか。

[思判表]ノート,発言・わたしたちは,どのような情報と
どのようにかかわつているので

しょうか。
p.56-57

1
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1.情報産業とわたしたちのくらし 下 p.58-69

6時間 12月 (4)アー(ア)(ウ ),イー(7)

ヽ

我が国の産業と情報との関わりについて,放送などの情報産業で働く人々
の情報を集め発信するまでの工夫や努力などに着日して,聞き取り調査を
したり映像や新聞,イ ンターネットなどの各種資料で調べたりして,ま と
めることで放送などの情報産業の様子を提え,それらの産業が国民生活に

果たす役割を考え,表現することを通して,放送などの情報産業は,国民
生活に大きな影響を及ばしていることを理解できるようにするとともに,

学習したことを基に情報の送り手と受け手の立場から多角的に考え,受け
手として正しく判断することや送り手として責任をもつことが大切であ

ることを考えようとする。

・放送などの情報産業で働く人々の情報を集め発信するまでの工夫や努力

などについて聞き取り調査をしたり映像や新聞,イ ンターネットなどの各

種資料で調べたりして,必要な情報を集め,読み取り,放送などの情報産
業の様子を理解している。

・調べたことを図表や文などにまとめ,放送などの情報産業は,国民生活
に大きな影響を及ばしていることを理解している。
。放送などの情報産業で働く人々の情報を集め発信するまでの工夫や努力

などに着日して,問いを見いだし,放送などの情報産業の様子について考
え表現している。

・放送局などから発信される情報と自分たちの生活を関連付けて,放送な
どの産業が国民生活に果たす役割を考えたり,学習したことを基に情報の
送り手と受け手の立場から多角的に考え,受け手として正しく判断するこ
とや送り手として責任をもつことが大切であることを考えたりして表現

している。

・放送などの産業と情報との関わりについて,予想や学習計画を立てたり,

見直したりして,主体的に学習問題を追究し,解決しようとしている。
・学習したことを基に情報の送り手と受け手の立場から多角的に考え,受
け手として正しく判断することや送り手として責任をもつことが大切で

あることを考えようとしている。

,

(1)テ レビから伝えられる情報
つかむ ニュース番組では,どの
ような情報が放送されているの

でしょうか。
p.58-59

1 ①よく見るテレビ番組について

発表し合う。
・毎朝天気予報を見て,傘が必
要か考える。
・スポーツや音楽番組
・ニュース番組
②ニュース番組を視聴し,情報
の種類や放送内容について話
し合う。
・全国各地の様々な出来事がそ
の日のうちに放送されてい

る。
・外国のことも放送されている。
・スポーツや天気予報は最後の

方に放送されている。

[思判表]ノ ー ト
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(2)ニ ュース番組をつくる現場

・つかむ 番組をつくる放送局につ
いて,疑問を出し合つて学習問題
をつくり,学習計画を立てましょ
う。

p.60～ 61

1
ニュース番組の放送について

疑間を出し合い学習問題をつ

くる。

[思判表]発言

・どのように情報を集めている
のか。
・出来事をどのように選んでい

るのか。
・内容によつて放送時間の長さ

が違うのはなぜか。

学習問題 放送局の人々は,どのようにしてわたしたち
に情報をとどけているのでしょうか。

②予想を出し合い,学習計画を
立てる。
<調べること>
。どのように情報を集めている
のか。
・集めた情報をどのようにして

伝えているのか。
・番組を見る人は,どのように

情報を活用するとよいか。

(3)ニュース番組をつくるための情報収集

・調べる 放送局は, 1本のニュー
ス番組をつくるために,どのよう
に情報を集めているのでしょう

か 。

p.62-63

1 ①放送局のホームページや「ニ

ュース番組をつくる佐藤さん
の話」などから情報の集め方
を調べ,工夫や努力を話し合
う。
・多くの時間と人で番組はつく
られている。
・取材したり映像を撮ったりし
ている。
・外国からも人工衛星やインタ
ーネットを通して毎日たくさ
んのニュースが届く。
・正確で詳しい情報を得るよう
|こ している。
・人権や公平,公正さなどに配
慮し,見る人が求める情報を
考えている。

[知技]ノ ー ト

(4)集めた情報を番組にしてとどける
。調べる 放送局は,集めた情報を
どのようにまとめ,ニュース番組

にして放送しているのでしょう

か 。

p.64-65

1 ①「映像を編集する武山さんの

話」「アナウンサーの高畑さん
の話」「ニュース番組編集長の

金子さんの話」などからニュ
ース番組の放送の仕方につい

て調べ,工夫や努力を話し合
う。
・映像の中でいちばん大切なと
ころや見る人が求めているも
のを考えている。
・自分が伝える情報が役に立つ

よう,落ち着いてゆっくり話
すようにしている。
・常に,どの情報を放送するの
かをその場で判断している。

[知技]ノ ー ト
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(5)情報を上手に生かす

・調べる テレビ放送では,どのよ
うな情報が放送され,どのような
えいきょうがあるのでしょうか。

p.66-67

1 ①テレビ番組の種類や 「熊本地

震のボランティア活動」,「放
送局編集長の林さんの話」な
どから放送された情報の活用
や影響を調べ,人々と情報と
の関わりについて話し合う。
・おもちゃのコマーシャルが放
送される。
・政見放送を見て投票先を決め

る。
・被災地のニュースでボランテ

ィアが集まつた。
・送り手の考えによつて内容が

変わる。
・受け手の立場で考えて放送し

ている。

[知技]ノ ー ト

(6)フ ローチヤートにまとめて話し合う
。まとめる 放送局がわたしたちに
情報をとどけるまでの働きをフ

ローチャー トにまとめ,話し合い
ましょう。

p.68-69

1 ①学習したことをフローチャー

トにまとめる。
・正確さや詳しさ,人権や公平,
公正さを考えつつ,見る人が
求める情報となるように工夫
して集めている。
・番組を見る人が求めている情
報を選ぶとともに,見る人が
情報を役立てられるように伝
え方を工夫 して放送 してい

る。
・テレビなどの情報は,人々の
行動を決めるきつかけとなつ
たり,報道被害や社会の混乱
を起こしたりすることがある
ので,影響を考えることなど
が必要。
②ニュース番組での情報につい
て話し合い,自 分の考えをノ
ー トにまとめる。
・放送局の工夫や努力によつて,
自分たちは生活に役立つよう
な情報を得ることができてい

る。情報にはよさだけでなく,
報道被害や社会の混乱を引き
起こすこともあるので,自 分
でしつかりと情報の影響を考
えて行動したい。

[思判表]ワークシー ト

[態度]ノ ー ト

)
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¬Fp.74-832.情報を生かす産業

(4)ア…(イ )(ウ ),イー(イ )1月5時間

我が国の産業と情報との関わりについて,情報の種類,情報の活用の仕方

などに着日して,櫛き取り調査をしたり映像や新聞,イ ンターネットなど

の各種資料で調べ,ま とめることで産業における情報活用の現状を捉え,

情報を生かして発展する産業が国民生活に果たす役割を多角的に考え,表

現することを通して,大量の情報や情報通信技術の活用は,様々な産業を

発展させ,国民生活を向上させていることを理解できるようにするととも

に,学習したことを基に産業と国民の立場から多角的に考えて,情報化の

進展に伴う産業の発展や国民生活の向上にういて考えようとする。

・情報の種類,情報の活用の仕方などについて,聞き取り調査をしたり映

像や新聞などの各種資料で調べたりして,必要な情報を集め,読み取り,
産業における情報活用の現状を理解している。

・調べたことを図表や文などにまとめ,大量の情報や情報通信技術の活用

は,様々な産業を発展させ,国民生活を向上させていることを理解してい

る。

・情報の種類,情報の活用の仕方などに着目して,問いを見いだし,産業

における情報活用の現状について考え表現している。
。情報を活用した産業の変化や発展と人々の生活の利便性の向上を関連付

けて,情報を生かして発展する産業が国民生活に果たす役割を考え,学習

したことを基に産業と国民の立場から多角的に考えて,情報化の進展に伴

う産業の発展や国民生活の向上について考え表現している。

・大量の情報や情報通信技術の活用について丁予想や学習計画を立てたり,

見直したりして,主体的に学習問題を追究し,解決しようとしている。
・学習したことを基に産業と国民の立場から多角的に考えて,情報化の進

展に伴う産業の発展や国民生活の向上について考えようとしている。

(1)く らしを支える産業と情報の活用

[思判表]発言1 ①くらしを支える産業では,情
報をどのように活用している
か話し合う。
・電車やバスなど,人を運ぶ運
輸の仕事では, ICカ ードな
どを利用している。
・農業用水をスマートフオンで

管理している。
・漁業では漁船からスマートフ

ォンでとれた魚の情報を漁港
に送つていた。
②販売の仕事ではどのように情

報を活用しているか,写真資
料を参考に話し合う。
・レジでは,バーコードを機械
で読み込むと値段が表示され

るしくみになつている。
。ポイントカー ドで支払いもで

きる。
③話し合つたことをもとに疑問

。つかむ くらしを支える産業の情
報の生かし方について話し合いっ

学習問題をつくりましょう。
p.74-75
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〕

に思うことを出

問題をつくる。

い

。いつも品物がそろつているの

は,情報を活用しているから
なのだろうか。
・ポイントカー ドは, どのよう
に利用されているのだろう。

学習問題 はん売の仕事をするコンビニエンスス トアで
は,どのような情報を何のために活用しているのでしょ
うか。

(2)情報を活用してはん売する
・調べる コンビニエンスス トアで
は,情報をどのように活用しては
ん売の仕事をしているので しょ

うか。
p.76-77

1 ①コンビニエンスス トアでは,
情報をどのように活用してい

るか話し合い,教科書p.76,
77の資料をもとに調べる。
・ レジからいつどんな商品が売
れたか本部に情報が送られて
いる。
・お店では,翌 日の天気や地域
の行事などの情報も活用して

商品を発注している。
・ポイントカー ドで買い物をす
ると,性別や年齢などの情報
も本部に送られる。
・本部では,集めた情報を使つ
て,新 しい商品の開発を行つ
ている。

②コンビニエンスス トアでは,
情報をどのように活用してい

るか考え話し合う。
・コンビニエンスス トアの情報
は,本部に送られ,大量の情
報になつている。
。本部では,売れた商品のほか
に,賢 つた人の情報も集め,
新しい商品の開発に生かして
いる。
。それぞれのお店でも,天気や
地域の行事などの情報を活用

している。

[知技]ノ ー ト

(3)情報を生かしてものを運ぷ
。調べる はん売の仕事では,商品
を運ぶために情報をどのように

活用しているのでしょうか。
p.78-79

1 ①コンビニエンスストアに商品
が運ばれるときにどのように
情報が活用されているか話し
合い,p,78資料回 □をもとに
調べる。
・店からタブレットを使つて本

部や工場に情報が送られてい

る。
・本部では トラックがどこを走
つているかがわかり,災害の
時は本部から指示がだせるよ

うになっている。

②人々の願いに応えるための情

報を生かした工夫をp.79回

囲の資料などから調べる。

[知技]ノ ー ト
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・お年寄りや子育て中の方は,

インターネットを利用して商

品をお店から届けてもらうこ

ともできる。

③販売の仕事では,商品を運ぶ
ために情報をどのように活用
しているか考え,話 し合う。
・お店から情報が本部や工場に

送られ,商品が届けられてい
る。
・カーナビゲーションを利用し

て, トラックの場所がわかる
ので,災害時にも商品が届け
られる。
・お年寄りや子育て中の方も,

情報を活用して商品が届けら

れるしくみがある。

4 用によ サ ー ス の

。調べる はん売の仕事では,情報
通信技術を活用し,どのようにサ
ービスを広げているのでしょう

か 。

p.80-81

1
ヨンビニでは, 通

がどのように活用されている
のか話し合い,p.81回の資料
などから調べる。
・コンサートやスポーツの試合
のチケットを買える。
・バスのチケットも買える。
・市役所などで発行する証明も
とることができるものがあ

る。
②販売の仕事では,情報通信機
器を活用し,どのようにサー
ビスを広げているのか考え,

話し合う。
・お店の商品を買うだけでなく,

情報通信機器を使つて,いろ
いろなサービスを受けられ

る。
・情報通信機器を使つて,他の
産業ともつながることで,わ
たしたちはいつそう便利にな

つている。

[知技]ノ ー ト

(5)関係図にまとめる

。まとめる はん売の仕事をするコ
ンビニエンスス トアでの情報活

用について,関係図にまとめまし

ょう。
p.82-83

1 これまでの学習を振 り返り,
コンビニエンスス トアがどの

ように情報を活用しているか

話し合う。
・売れた商品と同時に,買つた
お客さんの情報を集めて,新
しい商品を開発 していた。
・カーナビゲーションを活用 し

て,配送 トラックの位置がい
つでもわかるしくみになって

いた。
。お店でも売れた商品の情報や

地域の行事,天候などの情報
を活用していた。
・情報通信技術を活用して,ほ
かの産業ともつながつてサー

ビスを広げている

[思判表]関係図

[態度]発言
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②コンビニエンスストアでの情
報活用について,関係図にま
とめ,発表し合う。
・集めた情報を販売の仕事に生
かすという工夫と,情報通信
技術を生かしてほかの産業と
つながり,サービスを広げる
という工夫があつた。
・情報を活用することで販売の

仕事が発展し,そのことでわ
たしたちの生活も便利になつ

ている。
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下 p。90-973.情報を生かすわたしたち

(4)アー(イ )(ウ),イー(イ )1月4時間

情報活用のあり方について,情報の種類,情報の活用の

て,各種の資料で調べ,まとめることで情報化の進展が国民生活に果たす

役割や情報の適切な活用の仕方を捉え,情報が国民生活に果たす役割を考

え,表現することを通して,情報化の進展により国民生活の利便性が向上

する一方,適切に情報を見極める必要があることを理解できるようにする

主体的に学習問題を解決しようとする。

仕方などに着目し

とともに,
の仕方などについて,各種の資料で調べて,必

要な情報を集め,読み取り,情報化の進展が国民生活に果たす役割や情報
の適切な活用の仕方を理解している。

・調べたことを図表や文などにまとめ,情報化の進展により国民生活の利

便性が向上する一方,適切に情報を見極める必要があることを理解してい

。情報の種類,情報の活用

る。

・情報の使い方や情報活用に関連して起きている問題

いを見いだし,情報化の進展が国民生活に果たす役割や情報の適切な活用

の仕方について考え表現している。

・学習してきたことを総合して,情報活用のあり方について考え,表現し

などに着目して,問

ている。
。情報活用のあり方について,予想や学習計画を立てたり,見直したりし

主体的に学習問題を追究し,解決しようとしている。て ,

(1) 情報

利用経験を話し合う。
・メールを送つたり,電車の時
刻を調べたりした。
・インターネットを利用して調
べ学習をした。
・インターネットを利用して買
い物をした。
②インターネットでできること

や普及率を調べ,どのような
ことが問題になるか話し合
い,学習問題をつくる。
・ルールやマナーを知らないで

使うと, トラブルに巻き込ま
れることがある。

学習問題 わたしたちは,情報とどのようにしてかかわ
っていつたらよいのでしょうか。

[思判表]発言ソコンやスマートフオンの1

について話し合い,学習問題をつ
くりましょう。

p.90-91

。つか の生かし日 ろの

(2)情報活用のルールやマナー

[知技]ノ ート□回のインターネッ
卜を利用した犯罪件数のグラ

フや犯罪を伝える新聞記事の

資料をもとに,その原因を話
し合う。

①p.921B調べる 情報を上手に活用するに
は,どのようなルールやマナーを
心がければよいのでしょうか。

p.92-93
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・パソコンや携帯電話が普及し

たことと関係があるのではな
いかな。
・インターネットは,お互いの
顔を合わせなくても情報のや

り取りができるからではない

かな。

②インターネットで起こる問題
を調べ,情報を上手に活用す
るには, どのようなルールや
マナーを心がければよいか考
え話し合う。
(問題の例>
・ SNSに書き込んだ個人情報
の流出。
・個人情報が盗まれる。
・代金を払つたが商品が届かな
かつた。
<ルールやマナーの例>
・インターネットを使うと多く
の情報が得られるが,中には
有害なものや正しくないもの

もあることを理解して利用す
る。
・インターネット上に流れた情

報は止めることができないの

で,十分注意が必要。

(3)調 べ学習とインターネット
。調べる 情報を学習に生かすに
は,どのようにすればよいのでし
ょうか。

p.94-95

1 ①インターネットを利用した調
べ学習で困つたり,迷つたり
した経験を話し合う。
・たくさんの情報があつてどれ
を選べばよいか迷つたことが

ある。
・集めた情報をそのまま使つて
よいのかわからなかつた。
・メールで質問したいときはど
うすればよいのかわからなか
った。
②メディアリテラシーの意味を
知り,情報を集めるときや ,
,情報を読み取るときに大切な
ことを考え,話 し合う。
・必要な情報かどうかを見極め,
情報を選んで受け取る。
・メールで質問するときは,相
手の名前とあいさつを書き,
教えてほしい内容をわかりや
すく書く。
・情報をそのまま書き写さず ,
自分の言葉に置き換えてまと
める。
・発表の時は,参考にした資料
や本の名前,作者,発行元 ,
発行年などを書いておく。

[知技]ノ ート
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(4) の 用について話し合う
。まとめる 情報をどのように活用
し,生かしていつたらよいかまと
めましょう。

p。96

1/2 ①今まで,情報の活用について
学んできたことを振り返り,
話し合う。
・情報化した社会では情報がく
らしや産業に役立っている。
・インターネットの情報は便利
に活用できるが,すべて正し
いとは限らない。
・インターネットによるいじめ

や犯罪が問題になつている。
②情報をどのように活用し,生
かしていつたらよいか考え,
話し合う。
・インターネットを正しく使う
ために,メ ディアリテラシー
を身に付けることが大切。
・情報の活用には,「情報モラル」

というルールやマナーが大

切。

[思判表]ノ ー ト

(4)情報活用宣言
。いかす わたしたちの情報モラル
を見直し,情報活用宣言をつくり

ましょう。
p.97

1/2 ①これまでの学習をもとに, 自
分たちの情報モラルを振り返
り,注意しなければならない
ことをグループで話し合い,
クイズをつくる。
・個人情報を入力する場合,相
手を確かめることや余計なこ

とを書かないことが大切。
・SNSで発信するとき,友達
のことを書き込んだり,個人
情報を発信したりしない。
②グループごとに作成したクイ
ズを相互に発表し合い,情報
を活用するうえで大切だと思
うことを整理して「情報活用
宣言」を書く。
・常に,個人情報の扱いに注意
する。
・必要な情報はきちんと確かめ
て使う。
。SNSでいたずら書きや悪口
を書いたり,個人情報を載せ
たりしない。

[思判表]情報活用宣言

[態度]情報活用宣言
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5。わたしたちの生活と環境 (オリエンテーシ

ョン)
下 p.98-99

(5)アイ1時間 2月

…
ぅ

―)

(1)自然環境とかかわつていく大切さ
。わたしたちの生活は,どのような
自然環境に囲まれているのでし

ょうか。
p.98'V99

1 ①わたしたちの生活と自然環境
とのかかわりについて話し合
う。
・国上の学習で,地形や気候の
特色を学習した。
。世界自然遺産に一度行つてみ
たい。日本には,美 しい自然
環境が残されているところが

多くある。
・趣味のことは雑誌が多い。
②p.98～99の資料を見ながら,
豊かな自然環境や環境が悪化
する問題について考える。
・木を植えているのはどうして
だろう。
・空がきれいになつたのはどう
してだろう。
・自然環境とどのようにかかわ
つていくのがよいのだろう。

めあて 国上の自然環境は,わたしたちの生活とどのよ
うなかかわりがあるのでしょうか。

[思判表]ノ ー ト,発言
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下 p.100～ 1111.自然災害を防ぐ

5時間 2月 (5)アー(7)(工 ),イー(7)

我が国の国上の自然環境と国民生活について,災害の種類や発生の位置や

時期,防災対策などに着目して,地図帳や各種の資料で調べ,ま とめるこ

とで国上の自然災害の状況を捉え,自然条件との関連を考え,表現するこ
とを通して,自然災害は国上の自然条件などと関連して発生していること

や,自然災害から国土を保全し国民生活を守るために国や県などが様々な

対策や事業を進めていることを理解できるようにするとともに,主体的に

学習問題を解決しようとする。
。災害の種類や発生の位置や時期,防災対策などについて,地図帳や各種
の資料で調べて,必要な情報を集め,読み取り,国上の自然災害の状況を
理解している。

・調べたことを自地図や図表などにまとめ,自然災害は国上の自然条件な

どと関連して発生していることや,自 然災害から国上を保全し国民生活を

守るために国や県などが様々な対策や事業を進めていることを理解して

いる。

・災害の種類や発生の位置や時期,防災対策などに着日して,問いを見い

だし,国上の自然災害の状況について考え表現している。
・我が国で発生する様々な自然災害と国上の自然条件を関連付けて,国や
県なおの防災・減災に向けた対策や事業の役割を考え,表現している。
。自然災害について,予想や学習計画を立てたり,見直したりして,主体
的に学習問題を追究し,解決しようとしている。

(1)自然災害が多い日本の国土

1 ①p.102～ 103の 日本の災害地図
を見ながら,資料回～回の災
害が起きた場所を確認する。
②同時に,p.102の災害年表を見
ながら,資料回～回の災害が
起きた場所を確認する。
・地震や津波はどのようなとこ

ろで起きるのかな。
・高い土地や低い土地,あたた
かい気候や寒い気候など, 日
本の様々な地形や気候の地域
について学んできたから,自
然災害も地形や気候と関係が
あると思う。
・自然災害に対して,国や都道
府県では,どのような防災の
取り組みを行つているのか

な。

学習問題 自然災害は地形や気候とどのようなかかわり
があり,国や都道府県では,どのような防災の取り組み
を行つているのでしょうか。

[思判表]ノ ー ト・発言。つかむ 日本で起きる自然災害に
ついて話し合い,学習問題をつく
りましょう。

p.100～ 103
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(2)地震災害への取り組み
・調べる 地震はどのようなところ
で起こり,被害を減らすためにど
のような取り組みが行われてい

るのでしょうか。
p.104-105

1 ①日本で地震が多いわけを,本
文や,資料回「断層で起きる
地震」から,読み取つて話し
合う。

・複数のプレー トの出合う場所

にあるから。
。内陸には断層が多いから。

②大地震に備えて,国ではどの
ような対策や備えをしている

か,資料□～日やことば「緊
急地震速報」などから,読み
取つて話し合う。

・学校や県庁では,耐震工事を
進めています。

・気象庁では,緊急地震速報を
流して,大きな揺れが来る前
に,自 分の身を守れるように
しています。

・中央防災会議や国土交通省の

災害対策本部では,地震の前
触れがないかを話 し合つた

り,地震が起きたときの対策
を話し合ったりします。

[知技]ノ ー ト・発言

(3)津波災害への取り組み

・調べる 津波災害はどのようなと
きに起こり,被害を減らすために
どのような取り組みが行われて

いるのでしょうか。
p.106-107

1 ①日本で津波が起きるわけを,
本文や,資料回□から読み取
つて話し合う。
・プレー トの出合う場所では大

きなひずみがたまって地震が

起きると津波が発生する。
・津波は陸地に到達するとさら

に高くなる。

②大津波からの被害を減らすた

めに,各都道府県ではどのよ
うな取り組みをしているの

か,資料回～回からわかつた
ことを話し合う。

・防潮堤を建設 している。

・避難タワーを建設している。

・防災訓練をしている。

・昔から,津波がここまで来た
という「津波記念碑」が残さ

れている。

③昔から,津波がここまで来た
という「津波記念碑」が残さ

れているが,濱 日梧陵のよう
に津波の被害を減らそうと努
力した人もいたことを,p.107
右下コラムからとらえる。

[知技]ノ ー ト
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4 の取り組み ☆他教科と 理

。調べる 風水害はどのようなとき
に起こり,被害を減らすためにど
のような取り組みが行われてい

るのでしょうか。
p.108-109

1

2

①日本では風水害の被害が大き

くなる理申について,資料回
と本文から考え,話 し合う。
。日本は,つゆがあり台風がよ
く来る場所にあるから。
・短時間に急な大雨が降ること

があると,水があふれる。
・日本の国土は山がちなことも

関係がある。

②風水害からの被害を減らすた

めに,各都道府県ではどのよ
うな取り組みをしているの

か,資料□～図からわかつた
ことを話し合う。
・砂防ダムで一度に川の上流の

上砂が流れ出るのを防いでい

る。
・地下に放水路をつくつて,川
の水があふれないようにして

ヤヽる。
・防災ステーションをつくつて,

水防活動の拠点にしている。

・ハザー ドマップをつくつて ,

洪水時に浸水が予想される箇

所を地図に示して,避難時に
役立ててもらう。

[知技]ノ ー ト

(5)火山の噴火や大雪への取り組み

。調べる 火山や大雪による被害を
減らすために,どのような取り組

みが行われているでしょうか。

p.110

1/2 ①資 日から,火山や大雪
への取り組みについてわかつ

たことを話し合 う。

・火山の
“
貴火に備えて,気象庁

では常に観測している火山が

ある。

・大雪に備えて,雪崩を防ぐ柵
などを道路の脇につくつてい

る。

・大雪に備えて道路の凍結を防

ぐなどの対策もしている。

[知技]ノ ー ト

(5)ノ ートにまとめる

・まとめる 自然災害と国土とのか
かわりや,防災の取り組みについ

て学習 したことをノー トにまと

めましょう。
p.111

1/2 ①「まとめる」ページの課題を

ノー トに写して,わかつたこ
とを考えて書く。
・大津波からの被害を減らすた

めに,各都道府県では,防潮
堤や避難タワーを建設してい

るほかに,防災訓練をしてい
る。
・日本は,つゆがあり台風がよ

く来る場所にあるから風水害

の被害が大きくなりがちであ

る。だから,砂防ダム,放水

[思判表]ノ ー ト

[態度]ノ ー ト
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路,ハザー ドマップなどの多
様な対策を各都道府県は行つ

ている。
・火山のI質火に備えて,気象庁
では常に観測している。また ,

大雪に備えて雪崩を防ぐ柵な

どを道路の脇につ くってい

る。
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下 p.112-1232.わたしたちの生活と森林

2月 ～3月6時間 (5)アー(イ )(工),イー(イ )

我が国の国上の自然環境と国民生活との関連について,

働きなどに着目して,地図帳や各種の資料で調べ,ま とめることで国上の

環境を捉え,森林資源が果たす役割を考え,表現することを通して,森林

は,その育成や保護に従事している人々の様々な工夫と努力により国上の

保全など重要な役割を果たしていることを理解できるようにするととも

に,学習したことを基に,国上の環境保全について,自分たちにできるこ

となどを考えようとする。

森林資源の分布や

。森林資源の分布や働きなどについて,地図帳や各種の資料で調べて,必

要な情報を集め,読み取り,国上の環境を理解している。
・調べたことを自地図や図表,文などにまとめ,森林は,その育成や保護
に従事している人々の様々な工夫と努力により国上の保全など重要な役

割を果たしていることを理解している。
。森林資源の分布や働きなどに着日して,聞いを見いだし,国上の

ついて考え表現している。

・我が国の国上における森林の分布と国民の生活舞台である国上の保全を

関連付けて,森林資源が果たす役割を考えたり,学習したことを基に,国
上の環境保全について,自分たちにできることなどを考えたり選択・判断

したりして,表現している。

環境に

。森林資源の働きについて,予想や学習計画を立てたり,見

主体的に学習問題を追究し,解決しようとしている。
・学習したことを基に,国上の環境保全について,自分たちにできること

などを考えようとしている。

直したりして,

(1)日本の森林

①森林の様子の写真やグラフ資

料から, 日本には森林が多く
あることを調べる。
。日本め総面積に対して約3分
の2が森林になつている。世界
各国と比べても森林の多い国
である。
・都市や産業のない所には森林
が多い。
・森林が少ないと土砂くずれが

おきやすい。

[思判表]発言1つかむ 日本の森林は,どのよう
になつているのでしょう力比

p.112～ 113

(2)森林とのかかわり

[思判表]発言1 ①森林の様子を写真やグラフか

ら見て,気づいたことや森林
にはどのような働きがあるか

話し合う。
・森林は天然林と人工林に分け
ることができ,天然林の方が
面積が多い。
・天然林と人工林で,働きに違
いはあるのだろうか。
・森林はどのような働きをして

。つかむ 森林とわたしたちのくら
しのかかわりを話し合つて学習

問題をつくり,学習計画を立てま
しょう。

p.114-115
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ヽ
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いるのだろうか。

学習問題 森林にはどのような働きがあり,わたしたち
の生活とどのようなかかわりがあるのでしょうか。

②学習問題について予想し,学
習計画を立てる。
・森林はどのように守つている
のか。
・防砂林などくらしを守る働き
について。
・林業について。
。木材など について

(3)貴重な天然林・白神山地

調べる 白神山地では,どのよう
な森林の働きがあるのでしょう

か。
p.116～ 117

1 ①地図帳で自神山地の位置や広

さなどについて調べ,写真資
料をもとに山地の様子を具体

的に調べる。
・青森県から秋田県にかけて広

がる,ぶなの天然林が広がる
山地。
・ぶなの天然林のすばらしさが

認められて世界遺産にも登録
されている。

②森林の役割や天然林を守るこ

との大切さについて調べ,発
表し合う。
・観光地にもなつている。
・動物たちが生きる場でもある。
・赤石川のきれいな水は,白神
山地から流れている。
・森林ときれいな川を守るため

に努力している人々がいる。

[知技]ノ ー ト・発言

4 つ

。調べる 林業で働く人は,どのよ
うに森林を利用しているのでし

ょうか。
p.118～ 119

1 ①自神山地に近い秋田県の人工

林について調べ,人々の工夫
や努力についてわかったこと

をノー トにまとめる。
・秋田杉は,主に住宅用の木材
として使われている。
・植えた木が大きく育ち,よ い
木材となるまでには長い年月
がかかる。
・間ばつなどの手入れをするこ

とが大切である。
・木のくずも燃料として使つて
いる。
・林業で働く人が減つているの

が,い配だ。

[知技]ノ ー ト

(5)さ まざまな森林の働き

調べる 森林には,どのような働
きがあり,森林資源はどのように
利用されているのでしょうか。

p.120-121

1 ①森林の働きやその大切さにつ
いて話し合い,本材の活用や
自分たちの生活とのつながり
についてまとめる。
・森林は,生き物にとつて大切
な場所である。

[知技]ノ ー ト

)́
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。木材を活用することによつて

林業がさかんになる。
・秋田杉を使つた伝統的工芸品

もある。

・防雪林は雪から鉄道を守つて

いる。

(6)守つていきたい森林

・まとめる 森林の働き・イこついてま
とめ,環境を守ることについて考
えてみましょう。

p.122-123

1 ①これまで森林について学習し

てきたことをノー トにまと
め,自分の考えを発表し合う。
・森林には,資源としての働き
や自然災害を減らす働きがあ

る。
・白神山地のような天然林を守
っていきたい。
。わたしたちが木を使つた製品

を積極的に使えば,人工林が
増え,林業がさかんになるの
ではないか。
②小単元を振り返り,森林を守
っていくために自分たちにで

きることを話し合う。

[思判表]ノ ート・発表

[態度]ノ ート・発表
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3.環境を守るわたしたち 下 p.124～ 133

5時間 3月 (5)アー(ウ )(工 ),イー(ウ )

)

我が国の国上の自然環境と国民生活との関連について,公害の発生時期や
経過,人々の協力や努力などに着日して,地図帳や各種の資料で調べ,ま
とめることで公害防止の取組を提え,その働きを考え,表現することを通
して,関係機関や地域の人々の様々な努力により公害の防止や生活秦境の

改善が図られてきたことや,公害から国上の環境や国民の健康な生活を守
ることの大切さを理解できるようにするとともに,学習したことを基に,
国上の環境保全について,自 分たちにできることなどを考えようとする。
。公害の発生時期や経過,人々の協力や努力などについて,地図帳や各種
の資料で調べて,必要な情報を集め,読み取り,公害防止の取組を理解し
ている。

・調べたことを自地図や図表,文などにまとめ,関係機関や地域の人々の
様々な努力により公害の防止や生活環境の改善が図られてきたことや,公
害から国上の環境や国民の健康な生活を守ることの大切さを理解してい

る。

・公害の発生時期や経過,人々の協力や努力などに着日して,問いを見い
だし,国上の環境について考え表現している。
・公害防止の取組と環境改善や人々の健康な生活を関連付けて,公害防止
の取組の働きを考えたり,学習したことを基に,国上の環境保全について ,

自分たちにできることなどを考えたり選択・判断 したりして,表現してい
る。
。公害防止の取組について,予想や学習計画を立てたり,見直したりして,
主体的に学習問題を追究し,解決しようとしている。
学習したことを基に,国上の環境保全について,自 分たちにできることな
どを考えようとしている。

(1)豊かな水資源をもつ京都市
。つかむ 鴨サIIの変化について話し
合い,学習問題をつ くりま しょ
う。

p.124-125

1 ①鴨)IIと京都市民との関わりを
調べる。
。鴨川の豊かな水が生活やゆば
づくりなどの産業を支えてい

る。
・現在は,いこいの場として親
しまれている。
②現在と過去の鴨川の様子を比
べて,疑問を出し合い,学習
問題をつくる。
・なぜ昔は汚れていたのか。
・ どのようにしてきれいにした

のか。

・だれがきれいにしたのか。

学習問題 鴨川は,だれがどのようにしてきれいな川に
しているのでしょうか。

[思判表]ノ ー ト

③学習計画を立てる。
・昔鴨川がよごれていた原因。
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・よごれていた鴨)||を きれいに

した取り組み。
・美しい鴨)IIを守るための取り

組み。

(2)生活が便利になる一方で

調べる なぜ鴨川はよごれていた
のでしょうか。

p.126-127

1 ①当時の新聞記事や「市役所の

大原さんの話」,「公害にかか

わる苦情 。ちん情」(地図)な
どから,当時の社会の様子を
調べ,汚れの原因について話
し合う。
・生活排水や工場排水によつて

汚れた。

・産業の発展で生活が便利にな

る一方,環境を考えない人が

多かつた。

[知枝]ノ ー ト

(3)美しい鴨川を取りもどすために

・調べる 全国的に公害が広がつた
ころ,京都市では,鴨サIIをきれい

にするために,どのような取り組

みが行われたのでしょうか。

p.128-129

1 ①年表や 「市役所の大原さんの

話」,「友禅あらい職人の澁谷

さんの話」などから,乗境を
よくするための取り組みにつ

いて調べ,話 し合う。
・国は法律を整えた。
・県や市は,下水道を整えたり
工場排水を規制したりした。
・工場の人たちは県や市のルー

ルに協力し,工場を移転した
り排水で汚したりしないよう

に工夫した。

[知技]ノ ー ト

4)取りもど た に

・調べる きれいになつた鴨川を守
るために,どのような取 り組みが

行われているのでしょうか。

p.130-131

1 ① 「鴨川を美しくする会の杉江

さんの話」や「京都府鴨川条

例」などから現在の取り組み

を調べ,環境を維持する様子
について話し合う。
い杉江さんは市民が川に親 しむ

イベン トを行 うことで,環境
を守る気持ちをもつてもらえ

るようにしている。
・杉江さんたち市民の活動によ

つて県が条例をつくり,さ ら
に環境が守られるようにして

いる。

[知技]ノ ー ト

(5)つながりを考えて話し合う

。まとめる 鴨川の環境を守るため
の取 り組みをそれぞれの立場で

まとめ,話 し合いましょう。
p.132,V133

1 ①学習したことを関連図にまと

める。
・京都府や京都市は,下水道を
整備 したり工場りF水の規制を

行つたりした。また鴨川条例

もつくつた。
・友禅あらい職人さんたちは ,

川を汚さないような生産の工

夫をして,府や市の取り組み
に協力した。
・鴨川を美しくする会 (市民)

は,イ ベントを行うなど,人々

が環境を守る意識を高められ

[思判表]関連図・ノー ト

[態度]関連図 。ノー ト
鴬
;
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る工夫を行つている。
②自分だつたら,だれのどの活
動に協力できるか話し合う。
・市民主催のイベントに協力で
きる。
・職人さんが環境に配慮してい

ることをみんなに伝えること
で,協力できる。
・府や市に対して,下水道を正
しく使うことで,協力できる。
③小単元を振り返る。
・産業の発展や生活の向上の裏

には,人々の行動によつて,
環境を悪化させてしまうこと

がある。一人一人が環境への

意識をもつて取り組むことが

大切だ。

(1)ことなる立場から考えよう

・いかす 自然を守りながら,人が
生活をしていくためには,どのよ
うなことを大切にしなければな

らないのでしょうか。
p。 138-139

1 ①川をめぐる問題について,異
なる二つの立場の意見をそれ
ぞれ「よさ」「問題点」に分け
て表にまとめ,自分の意見を
書く。
<Aさんたちの意見>
よさ
。川底をコンクリー トで整備す
ると,洪水になりにくい。災
害の心配が減る。
・親水公園を川のまわりに建設
しで,みんなの憩いの場にす
ることができる。
問題点
・川の環境が変わつてしまう。
<Bさ んたちの意見>
よさ
。洪水の際の避難計画を考える
ことで,川の自然の姿をその
まま守ることができる。
問題点
・災害が起こつた際に,被害が
大きくなる心配がある。
②Aさ んたちとBさ んたちの意見
の違いから,自然に対する三
つの考え方があることを整理
し,自然を守りながら人々が
生活していくためにはどのよ
うなことが大切か,自分の考
えを書く。

[思判表]表 。ノー ト
[態度]表 。ノー ト
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